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林業センサス'90を読む

あかはたけし

赤羽 武端
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'90年林業センサス 農林水産省統計情報部は,昨年11月以降相次いで'90年世界農林業センサス結

果を公表した。林業については11月30日に「林家調査及び林家以外の林業事業

体調査」が，本年2月4日には「林業地域調査」が公表された（ただし速報)。

世界農林業センサスは，「経済統計に関する国際条約｣に基づいて国連食糧農業

機構(FAO)が'"農林業の国際比較に必要とする統計を得ることを目的”とし

て主導する「1990年世界農業センサス計画」への参加としてなされたものであ

る。

世界農業センサスは10年に1度行われるが,わが国の参加は,1950年から農業

が参加したのをもって始まる。林業は10年後の60年からであって，今回で4回

を数える（農業はわが国が独自に行う中間センサスを入れて9回)。

周知のように，林業センサスは「林業事業体調査」と「林業地域調査」の2つ

から成る。前者は保有する山林が10α以上の世帯である林業事業体(林家）と保

有する山林のうちの1筆が10α以上の林家以外の林業事業体を対象とするもの

であって，90年2月1日に行われている。後者は市区町村(その中には旧市区町

村を含む）を対象に同年8月1日に行われた調査である。前者は，いうまでもな

く山林の保有を基軸にして，個々の林業事業体についての保有山林，林業生産活

動，世帯員の林業就労状況等，すなわち個別経営の内部構造を把握することによ

ってわが国林業の構造を明らかにしようとするものである。これに対して後者は，

市区町村という一定の空間ないしは面（場）を基軸にして森林資源，林業生産活

動，森林の公益的機能等の情報を得ようとするものである。いうまでもなく，こ

の両者は相互に補完しあう関係にある。

ところで'90年林業センサスは,一方では｢農林業の基本的構造の現状と動向を

明らかに」することを目的の1つに掲げている。そうであるからには，このセン

サスが'90年時点におけるわが国林業の全体像ないしは全構造についてどれほど

正確な情報をもたらしているか,そして10年に1度という継起的調査であってみ

れば，林業にかかわる変化の態様がどれほど連続性においてとらええているか，

さらに'90年という時点で生起している新たな動向をどれほど正確にキャッチし

ているかが問われなければならない。

’90年センサスは上記を含めて，膨大な情報を我々にもたらしている。今後各種

の統計編成による結果が公表されるならば，さらに我々が入手しうる情報はさら
＊筑波大学農林学系

／教授
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に多く，しかも細部にわたるであろう。しかしここでは，これまでに公表された

速報レベルの数値を概観することによって,'90年センサスカ戦々に明らかにして

いるものの一部をかいま見ることにしたい。

なお，統計を読む場合には，地域性，階層性，調査対象の性格等について考慮

しなくてはならないことは十分承知しているつもりである。しかしここでは紙幅

の関係から，これらを捨象しているだけでなく，主として林家の動向に限定し，

特に目につくことを中心に見ていくことにしたい。詳細については，後日を期し

たい。

1林業事業体調査

今回のセンサスについては，その設計段階から，あるいは各種の林業統計を通

じて，林家レベルにおける林業生産活動の停滞，縮小が進んでいることが明らか

にされていたので，この実態がさらに明らかにされることが期待されていた。事

実はどうか。センサスは予想以上に事態は急であることを示すとともに，林業の

構造的ともいえる変化が進みつつある実態を明らかにした。具体的には以下のと

おりである。

まず林家数について見ると，’60年以降毎回その数を減じている。しかし'90年

は，前回に比べて09％の減にとどまって250万戸を維持している。しかし問題

はその内容である。農家林家の大幅な減少に対して，非農家林家が著しく増加し

ているからである。ここでは，農家林家の非農家林家化が急速に進んだことが示

されている（なお，今回の農業センサスは，農家の定義を変えたので，林家数の

カウントにもその影響があることに注意)｡

また,保有山林規模別に林家数の増減を見ると,0.1～1ha層で2.4%の増加を

見せているのを除けば,50ha以下はすべて減少している。加えてさらにその増減

の分岐点を見ると'70/'60年では5ha以下が,'70/'80年では10ha以下が減少で

あったのに対し，’90/'80年ではこれが一気に上昇し，30～50ha以下層では減少，

50ha以上が増加となっている。

このことは何を示しているかといえば,それは60年代に端を発し,70年代に構

築された外材支配体制と山村経済の崩壊によって，林家の林業離れが一段と進み，

さらに農家の非農家化ないしは脱農家化が進行したことによって惹起した林業の

構造的変化が，80年代になってより鋭く展開したことを物語るといえるであろ

う。

さらに林家の林業生産活動について見よう。まず保有山林については，人工林

率が80%を超える林家が37%にも達しているだけでなく，その齢級は著しく高

まっていることが明らかにされている。しかし材灌物を販売した林家は，立木販

売，素材販売とも2％であって，きわめて低い水準にとどまっている。そしてさ

らに，山林作業では，植林実施した林家が3％，下刈りが27％，間伐が10％，

主伐が1％未満というように，問題なく低いレベルにとどまっている。このこと

は材塚の林業生産活動の停滞，縮小を示すものであることはもちろんである。

またここで林家世帯員による林業への就業状況を見ると，林業従事世帯員数は

3
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対'80年比で46%も減り,43万人である('80年は79万人)。まさに林家の林業離

れである。

今回のセンサスは新規調査項目に「山林の管理を他人にまかせている林家」を

付け加えた。林業の新しい動向をとらえようとしたものであることは，いうまで

もない。それによると林家の6％，面積にして11％が第三者に管理を任せてい

る。この場合の「任せ先」は，森林組合が57％，個人を中心とする「その他」が

30%である。なお，先に触れた林家の作業実施状況調査の中には，植林，下刈

り，間伐，主伐についてそれぞれ「委託・請負わせ」に関する林家数の情報も明

らかにされている。これによると，植林で25％('80年は19％)，下刈りで21％

(同16％)，間伐で52％,主伐で75％の林家が作業を委託・諸負わせていること

が明らかにされている。

このことは，何を我々に物語るであろうか。林家個々の林業生産活動は停滞し，

縮少しているが，その林家に代わって新たな形での林業生産組織が誕生し，林家

に代位しつつ成長していることを示すものといえるであろう。ここに示される動

向こそ，わが国林業のこれからの担い手を論ずる場合には，常に念頭に置いてお

かなくてはならないものであろう。

2．林業地域調査

林業地域調査は，大きく分けて次の3点を明らかにしている。第一は地域の森

林資源がどのような形ないしは内容で存在するか，第二は林業生産活動がどのよ

うな担い手によってなされているか，そして第三は，森林の公益的機能発揮のた

めの森林利用がいかになされているかである。なお，第三の調査は，今回新規に

付け加えられたものである。近年比重を高めつつある森林の国土保全，保健休養

等木材生産以外の森林利用についての実態をとらえようとするものである。

さて第一の森林資源の状況について見よう。林野面積および森林面積は，それ

ぞれ微減しているが（後で見る林地転用が大きなファクターであろう),人工林は

面積，蓄積とも順調に増えているだけでなく，その齢級は31年生以上が面積で

29％，1/4強に達するなど，高位の齢級にシフトしつつあることを知る。しかし

一方では，不在村者の面積が前回の19％に対して今回は22％と増えているだけ

でなく，ここ10年間の林地の転用面積，すなわち林地開発面積は26万haにも達

している（前回は12"ha)。

これらのことは何を示しているかといえば，いうまでもなく，人工林を中心と

した森林の資源的成熟化が進んでいること，すなわち国内林業の生産基盤が大き

く，強固になりつつあることを示すといえる。と同時に一方では，先に見た農家

林家の非農家林家化，不在村所有の増加，林地転用（北海道・東北は農地転用，

他の都府県ではゴルフ，レジャー，別荘等への転用）の激化等林業生産にとって

はマイナスを示す因子も大きく，重くのしかかってきていることを示す。

続いて林業生産活動について見ると，まず目につくのはその主体についてであ

る。これに関連する調査は，造林業者と素材生産業者であり林業労働者である。

先に林業事業体調査について検討した際委託・請負わせの増大という事実に触

れたが，この委託・請負わせ先こそ造林業者であり素材生産業者であることは，

林業技術No.5901991.5



いうまでもない。問題はこれら業者が減少していることである。造林業者が12

％，素材生産業者が28％も減っている。一方,主としてこれら業者に雇われる林

業労働者について見ると，センサスは年間150日以上雇われて林業に従事したも

の，すなわち専業的労働者についてのみその情報を明らかにしているが，それに

よると'70年の14万人が'80年には11万人,それが'90年には8万人へと大きく

減少しているのである。なお，この労働者の雇われ先は，森林組合のウエイトが
りょう然

高く，営林署の13,000人，会社の19,000人を大きく凌駕する27,000人である。

国有林経営が縮小し，林業にかかわる経営体がその数を減じる中，今やその内部

に専業労働者の35％を抱える森林組合は,造林請負業者としての，あるいは素材

生産業者としての機能を担い，地域林業にとってなくてはならないものに成長し

つつあることをうかがわせるに十分である。

最後に，今回のセンサスの新規調査項目である森林の公益的利用と文化・教育

活動への利用の状況について触れておこう。森林の公益的利用の情報を調べるに

は，労力と時間をいといさえしなければ，センサス以外に他の林業統計等を切り

張りすることによって，あるいは可能かもしれない。だが，一定の時間と一定の

場所，具体的には一定の市区町村を限ってこれを見ることは至難である。それゆ

え'90年8月1日という時点で，市区町村別に森林の公益的利用を明らかにしう

る統計として，このｾﾝｻｽは大きな特徴を持つといえるであろう。なお,森林
の文化・教育活動への利用についての調査は，各種施設が全国にわたって相当数

存在し，その利用者も膨大な数を数えることを明らかにしている。国民が木材生

産以外に森林に対するニーズを大きなウエイトで持つことを実証していること，

したがって今後の林業活動は，こうしたニーズに十分こたえられるものでなくて

はならないことを明らかにしたものといえるであろう。

ただ，この調査項目とその結果について，一言付け加えたい。それは，この調

査が森林に対する国民の新しいニーズをとらえることができたという点では十分

評価しうるとしても，林業センサス体系の中では，十分こなれたものになってい

るとはまだまだいえないのではなかろうか，ということである。なぜならば，統

計調査は，ただ数をカウントするだけでなく，それが持つ意味合いが説明できる

ものでなくてはならないからである。この調査は，施設の数と利用者数は確かに

カウントしているが，他の調査項目とのクロス集計の点でも，あるいは農業セン

サス，林業センサス等とのリンケージの点でも，数以外に他の意味内容を導き出

すことは率直にいって，難しいといわなくてはならない。この意味では，統計審

専17部会において提起されたr施設数だけ把握してどんな意味があるのか」とい

う疑問が，依然として生きているといわなくてはならないであろう。今後の課題

の1つである。

これまで,'90年林業センサスがもたらした情報が,1990年という時点における

国内林業の動向をどうとらえたかということについて，その一端を見てきた。い

うまでもなく地域性，階層性，時系列性を無視しての検討であってみれば，膨大

な情報を伝えるセンサスを検討するものとしては，それ自体大きな問題を持つこ

5
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6

とは十分承知している。今後，センサスの分析が全般的かつ詳細になされること

は必至であろうから，問題の多くはそれに譲るとして，ここでは林業センサスが

持つ最大の問題すなわち，はたして林業センサスは林業の全体像をとらえるこ

とに成功しているか，とらええていないとすれば，どこに問題があるかというこ

とに的を絞り，検討することにしたい。そしてそのことを通じ，次回センサスに

向けての課題に触れることにする。

林業センサスは，すでに触れたように，林業の全構造的把握が可能であるとと

もに，その調査時点で生起する新しい林業の動向を確実にキャッチできるもので

なくてはならない。'90年センサスは，これまで見てきたように，いくつかの確か

な情報を我々に与えている。しかし，このセンサスは，現時点でのわが国の国内

林業をはたして全構造的に明らかにしえているであろうか。

'90年センサスは,林家の減少，その林業生産活動の縮小,停滞を明らかにする

一方，森林組合，造林業者，素材生産業者等への委託・請負わせをはじめ森林管

理そのものの委託の増大という事実が，広汎に広ｶﾖっていることを明示した。こ

のことは，わが国の林業を構造的にとらえるためには，保有山林によって「林業

事業伽を主なる調査対象とする従来からのセンサス体系の枠組みにだけよるの

ではなく，「委託・請負い」により，あるいは「他人から管理を任されて｣，その

内部に編成した労働組織を使い,林業生産活動に直接関与する組織体ないしは個
人・団体（ここではセンサス規定の「林業事業体」と区分するため，仮に「林業

経営体」と呼ぶことにしよう）そのものについての内部構造，すなわち経営体の

形態，経営組織労働組織および林業生産活動等について，明らかにしうる調査

が不可欠であることを示している。

林業には，もともと，山林の保有には関与しないが，林業生産活動に深くかか

わってきたものとして，素材生産業者，造林業者が存在していた。これらは，そ

の組織内に雇用労働力を抱え込み，活発な林業生産活動を展開していた。しかし，

山林保有＝林業事業体とする従来のセンサス体系では，こうした経営体について

は，わずかに林業地域調査でその数をカウントするだけにとどめ，その対象から

外していた。現在では，従来からの林業事業体だけを調査対象とするのでは，林

業の全構造的把握ができないことを明らかにしている。我々は，次回のセンサス

はこうした「林業経営体」を，その内部に立ち入って明らかにしうるものにする

ことが必要であろう。

幸い統計審農林部会は，「戦後に植林された山林が2000年ごろには伐期を迎え，

伐採等林業サービス業(私のいう「林業経営体」を指す－引用者）の活動が活

発化することが予想され，その実態把握が重要度を増してくることから，次回セ

ンサスに向け調査の内容・手法等について，林業事業体調査等の見直しを含め検

討を進めること」を答申している。新しいセンサス体系の出現を期待したい。

ちなみに，農業センサスでは'90年から，農地の賃貸借,農作業の受・委託の伸

展，他の農家，生産組織，農協等による農作業サービスが一般化しているという

事実を構造的にとらえるため，「農業サービス事業体調査｣を新たに実施したこと

を，付け加えておきたい。＜完＞

林業技術No.5901991.5
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後藤純一

ミニフオーワーダ(小型林内作業車）

の利用と展望

林業地を訪れる道筋で，時折，幅員15～2m

の狭い道（作業路）が木々の間に見え隠れしてい

ることがある。その道をたどって行くと，蛇行し

ながら林内の至る所に通じている。道と道の間隔

は,狭い所では25m程度しかない｡短い区間だが

急勾配の箇所に出合うこともあり，そのような所

では，しっかりと踏みしめながら登らなければな

らない。この道をゴム製の履帯（クローラ）をつ

けた車幅1m強の小型の車両が,1㎡弱の丸太を

積んで下ってくる。オペレータは老若男女を問わ

ない。皆，マイペースで運転している。2人が組

になって2台の機械が続いて下ってくることもあ

る。

林内で造材された丸太は人力で引き下ろすか，

車載のウインチとポールを利用して引き上げて，

作業車まで集められる。小丸太でも1人での積み

込みは疲れる。積荷の中には太い丸太もあり，車

載のウインチとポールを利用して積み込む。別の

林業地では，これをひと回り大きくしたホイール

(車輪)式の小型車両が走っている。中にはグラッ

プルローダを装備したミニフォーワーダと呼ぶに

ふさわしい車も見かける。

これらの車両は，小型運材車，小型集材車，小

型林内作業車などと呼ばれている。丸太を積んで

運搬するだけの機能からウインチを使った機械木

寄せも可能になり，統一した名前は付けにくい。

しかし，その基本的な機能は，運材トラックが走

行可能な道まで少量の木材を運搬すること（小運

搬）にあり，欧米で用いられているフォーワーダ

をぐっと小さくしたものといえる。先ごろ，林学

｜

’

写真．lクローラ式小型林内作業車

写真･2ホイール式小型林内作業車

会から出版された『林学検索用語集』では,これ

らの機械を英語でミニフォーワーダと総称してい

る。以下に，概要を紹介し，将来の展望を論じる。

1．普及の道のり

昭和20年代の終わりごろ，従来の木馬や荷車

に替わるものとして，小型の動力運搬車が兵庫県

内で使われるようになっていた。その後'0年ほ

どの間に，ヨーロッパ製の林業用万能車両（ウニ

林業技術No.59019915
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モク・ハフリンガーなど）が輸入され，試験的に

導入され，林業用車両への関心は徐々に高まって

いった。

、昭和40年代の初めに,二輪駆動でトレーラを後

部に牽引する方式の3輪小型運材車デルピス号

(農林機械研究所)が開発された。これがホイール

式小型林内作業車の先駆けである。この機械は車

幅1.2mで最小回転半径が2.8mと小回りがきき，

356cc,18馬力のエンジンが搭載され，最大登坂

角度25.,最大積載堂1,200kgの能力を持ってい

た。

さらに昭和50年には,独自の揺動懸架方式の足

回りによって強力な走行性を持つ4輪小型林内作

業車リョウシン号（及川自動車）が参入した。こ

の機械は6輪や8輪の全輪駆動車，4輪操舵タイ

プへと発展し，さらに，グラップル型のローダク

レーンを装備し，作業機に十分な動力を供給しう

る1,422ccの原動機を搭載した車種も加わり，主

として，幅員2m程度の作業路が高密に開設され

た地域での間伐材の搬出に使用されている。

上記の2機種のほかに,68馬力のエンジンを搭

載した四輪駆動の島津号（島津自動車工業）があ

る｡価格は100～500万円と機能によって差が大き

い◎

一方，クローラ式の小型林内作業車は，昭和50

年代の初めに，林業の潜在的な需要を予感した農

業機械メーカによって開発された。これは，牛馬

道などの作業路が残っていた西日本の小規模な民

有林で構成される林業地帯での，機械化の模索の

時期と一致している。その代表的な機種はやまび

こ号（筑水農機：現筑水キャニコム）や，これよ

りもひと回り大きい鉄製の履帯を装着したキャタ

トラ（ヤンマーディーゼル）であった。

前者の機械は8馬力程度のエンジンを搭載し，

積載重量約1tの能力があり，車幅は1.2m前後

で，最小回転半径は1.5mとホイール式よりも小

回りがきく。車両の片側を丸太の荷台，反対側に

運転席・エンジン・ウインチをまとめているため，

補助トレーラを使わなくても4m材を積載する

ことができる。その後，木寄せ作業能率を向上さ

林業技術No.5901991.5

せる要望からウインチや積込み用ポールが装備さ

れている。

運転席・エンジンを車両前方にまとめた機種を

含めて，今では，スネーク井坂（井坂自動車整備

工業）・日輪NC1000-2W(日研精工）・パワーエ

ース（四国製作所)・ホープマン（サンワ車両）・

マウントホース（セイレイエ業)･YX-2204C(山

口農機)･CD2001ST(ヤンマー農機)などが加わ

り，60～200万円の価格で販売されている。

小型林内作業車が普及した背景には，林業改善

資金や間伐を推進するために実行された各種の事

業，一部の県で実行されている作業路開設の補助

事業など，行政と地域が一体となった活動がある。

2．機種の選択

小型林内作業車の利点は-卜分承知しているが，

クローラ式・ホイール式どちらのタイプを導入す

ればよいか迷っている方もおられると思う。その

答えは，土質と路網の配置にヒントが隠されてい

る。

〈1)クローラ式が選択された理由

野田英志氏(『スリーエムマガジン』310号)に

よると，愛媛県の久万地方では,昭和40年代の後

半にホイール式の3輪式作業車を導入したが，次

のような欠点があり，間伐材搬出の決め手となら

なかったと報告している。

①雨や雪の後などのぬかるみではスリップし

て作業能率ｶﾐ低下する

②急傾斜地の上り下りに無理があり，作業路の

勾配を緩やかにする必要があるため，利用に際し

ては地形の制約が大きい

③運転台が荷台の前部にあるため,下りで荷崩

れが生じた場合などには非常に危険である

この地域の土質は粘性土が多く，土壌硬度が小

さいこと，林地が余価に沿って細長く分割して所

有されている，といった事情がある。その後開発

されたクローラ式の作業車は，開設時の土工量が

少ない狭い作業路を走行できることから，やむを

えず隣接の林地へ進入することも林家の承諾を得

やすく，この地域の条件に適していた。地域の合

意のもとに，間伐材搬出の決め手として急速に普



及し,20PS未満のみを見ても，現在では愛媛県全

体で保有台数は1,303台に及ぶ。この数値は，椎

茸生産に利用されている台数が多いと思われる大

分県（5,473台）を除いて，福岡県（1,449台）に

次ぐものである。

今では，この事例でクローラ式が選択されるに

至ったホイール式の欠点は，4輪式が加わり，路

面や林内の凹凸に対する走行性能や車両安定性の

向上，トレーラを利用しない方式の採用による旋

回性能の向上や，運転席の後方に装備した防護フ

レームなどによって，克服されている。

(2)クローラ式の問題点

一方，既存のクローラ式の欠点は，

①ゴム製履帯を装着した機種は軽量であり，横

滑りが生じやすく，安定性に欠ける傾向にある。

丸太を積載して走行する場合には履帯全体が接地

するように，下り坂と上り坂とで積荷の位置を前

後に移動しなければならない

②丸太を荷台に積込む作業を補助するウイン

チやポールが装備されている力､荷台の丸太をそ

ろえたり，積込み作業にオペレータの人力が介在

する

③積載重量が小さく，走行速度が遅い

④履帯損耗による部品交換経費が高い

などが挙げられる。

幅員を多少広くすることが許される林地では，

鉄製の履帯を装着した大きめの機種を選択すれば，

①や③の欠点を克服することができる。機械化の

目的には生産性の向上もさることながら，労働負

担の軽減・作業の安全確保が将来の林業労働力を

確保するうえで重要である。②の欠点を克服して，

これらの目的を達成する具体的な方法には，一部

のホイール式作業車に装備されているようなグラ

ップルローダを組み入れること力堵えられる。要

は可能なかぎり人力作業を排除することである。

(3)導入の条件

つまり，粘性土が多く，路面が著しく軟弱であ

ったり，林地の標高差が大きく，所有者が異なる

隣接の林地に作業路が進入する路網となる地域で

はクローラ式が適する。一方，転石やれき混じり

9

写真･3標準バケツI､容蹴0.16nfの

ひと回り大きいパックホー

土が多く，ホイール式の走行が可能な土質である

など，前記した制約が弱い地域ではホイール式が

適する。

また，幅員1.5mの作業路は標準バケット容量

0.1㎡,エンジン出力20馬力,機械重堂2t程度の

パックホーで開設できるが，伐根が大きく掘り起

こしに大きい動力が必要であったり，基岩が浅く

作業路の開設に岩の掘削を伴い，ブレーカを装着

する場合には，ひと回り大きいパックホーを使用

することとなり，結果的に幅員は2mになってし

まう。このような所では車幅が広い作業車を利用

することも可能である。

林道や作業道の不足を補完する意図を持って，

作業路を開設し，自然の営力で拡幅し，一般の4

輪駆動車なども走行させようとするのであれば，

縦断勾配を緩くして路線を計画することとなる。

この場合には，路線の迂回が大きく，走行距離も

長くなりがちであるので，走行速度が速いホイー

ル式が適する。

やや特殊な事例であるが，土質が軟弱であって

も，生産される丸太の価格がきわめて高く，一部

の区間の路面を舗装するなど作業路の開設に多額

の経費を投資できる場合にも，機械化の水準が高

い既存のホイール式など，やや大きめの作業車が

適する。この事例は大橋腿三郎・神崎康一共著の

『急傾斜地の路網マニュアル』（全国林業改良普及

協会）に詳しく紹介されている。

現状分析の最後に，小型林内作業車の所有形態

から導入の条件を検討してみる。本稿で小型林内

林業技術'No.59019915
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作業車と呼んでいる機械は，林野庁では小型運材

車と称されている｡昭和60年度の林業機械稼働実

態調査によると，個人で所有される小型運材車の

年間稼働日数は,20PS未満の運材車では平均

56.9B,20PS以上では平均79.5日であった。同

じく年平均事業量は,20PS未満の運材車では

2428㎡,20PS以上では416.2㎡であった。

平成元年度末の民有林における林業機械の保有

状況(林野庁)によると，動力20PS未満の小型運

材車の保有台数は21,971台,前年度比104%,そ

の83％は個人所有である｡動力20PS以上の小型

運材車の保有台数は2,521台，前年度比113％，

個人所有は56％である｡いずれも個人以外の所有

は，会社や森林組合によるものが大半を占めてい

る。20PS未満の小型運材車はクローラ式と3輪

のホイール式であり,20PS以上の小型運材車は

4輪以上のホイール式と考えられる。

これらの数値は，林家が自家労働力で持ち山や

近隣の山林の間伐材を搬出することによって，現

金収入を得るための有効な手段として,20PS*

満の小型林内作業車が位置づけられていることを

裏付けている。一方，事業規模が大きい林家，会

社や組合ではホイール式を主体とした20PS以上

の小型林内作業車が選択される傾向が強い。

つまり，機種の選択には，機械の価格に見合っ

た事業量が確保されていなければならず，その目

安は実態調査の結果が参考となる。

3今後の展望

近年，林業機械の大型化や高性能化が林業関係

の紙面をにぎわしているが，現状ではこれらを導

入できる場面と本稿で論じる小型林内作業車が稼

働する場面は異なる。一般に，大型・高性能機械

は単一の作業専用機であることが多く，対象林地

や作業土場力武広くなければならない。すでに，年

間事業量が多い伐出専門の事業体では，ここ1年

間に急速に導入されている。

一方，小型林内作業車をベースマシーンとした

モービルタワーヤーダに見られるように，小型機

械の高性能化も進められている。将来，小型造材

機械が開発されれば，小規模・兼業型の事業体で

林業技術No'5901991.5

写真･4ホイール式小型林内作業車を
ベースマシンとしたモービルタワーヤーダ

も新たな機械化が可能になろう。しかし，これら

の機械にしても，集材や造材用アタッチメントが

付け加わるため，車両のスケールは車幅で少なく

とも1.5m程度に大きくなり，エンジンもより出

力が大きいものが必要となる。その時になって，

作業路を付け替えることにならないように，あら

かじめ，4輪駆動の2tトラックカ淀行できる程度

の縦断勾配の路網を今から整備しておくことを推

奨する。

現在，小型林内作業車を利用している兼業林家

にとって，このような路網の整備は負担が大きい。

しかし，労働力を確保するためには，先に掲げた

機械化の目的をすべて達成しなければならない。

若い働き手には生活の安定と夢が必要である。小

型林内作業車がミニフォーワーダに脱皮するため

に，森林組合など地域が一体となった取組みが早

急に必要である。

（ごとうじゆんいち・高知大学農学部/助教授）
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小型林内作業車の普及例

宮城県におけるホイールタイプ

小型運材車の普及について

佐々木幸敏

1．はじめに

本県民有林の森林資源は,154.000haの人工林(人

工林率53％)を中心として年々充実の度を加え，まも

なく，県産材が木材供給の主要な部分を占める「県産

材時代」の資源基盤が確立しつつある。

しかしながら，低コスト生産の要である林道密度は

5.2m/ha(平成元年度末),公道等を含めた林内路綱密

度は22.0m/haと少なく，機械化の推進を図るうえで
あいろ

|臨路となっている。

一方，素材生産等を担う森林組合，素材生産業者の

ほとんどは組織体制，経営基膿が弱く，十分な機械化

体制が整っていない。また，森林組合で伐出作業に従

事している常用の作業班員は約300人と少なく，この

うち50歳以上が66%を占め年ﾉ"高齢化が進んでおり，

機械化による生産性の向上，若年労働者の確保が，本

県林業の緊急の課題である。以下，本県の搬出機械の

現況と，近年，県北の迫地域で普及してきているホイ

ールタイプ小型運材車について，その概要を紹介する。

2．本県の搬出機械の現況等

本県民有林における最近5カ年の搬出機械の普及状

況は，昭和60年を100とした指数で見ると，集材機

89,20PS以下の小型運材車99と減少傾向にあるが，

ホイールタイプトラクタ240(84台),20PS以_この小

型運材車213（96台）と伸びてきている。これを搬出

条件の面から区分すると，林地傾斜が急峻な奥羽山脈

沿いの地域では架線集材，それ以外の比較的緩傾斜地

では車両系方式が主体である。

しかし，近年，急峻な林地においても集材路（幅員

2.0m)を整備して，小型運材車による搬出が行われる

写真．lリョウシン号

(グラップル付きローダークレーン装備）

ようになった。また，最近の森林組合における小型運

材車の年当たりの稼動日数．1日当たりの搬出量は，

クローラタイプで74日・7．7㎡，ホイールタイプで

98日・12.5nfとホイールタイプ小型運材車のほうが

多く，クローラタイプからホイールタイプ小型運材車

に切り替わってきている。

3迫地域での小型運材車活用状況

当迫地域はリョウシン号，トラクタ，デルピスによ

る搬出作業が主体であるが，近年，ウインチ，グラッ

プル付きローダークレーンを装備したリョウシン号の

普及台数が伸びてきている。その中でも志津川歌津森

林組合では，搬出専門班の強化によって林産事業に力

を入れ実績を伸ばしてきているので，その概要を紹介

する。

搬出専門班は，7名の常用班員と数名の臨時班員で

織成され，常用の7名は24～45歳で平均年齢34歳と

若く，小型運材車（リョウシン号：ウインチ・グラッ

プル付きローダークレーン装備)3台,4tトラック2

台，トラクタショベル1台を所有し，木寄せ集材から

共販所への運搬までを一括して行っている。当搬出専

門班は,昭和52年まで畜力・馬による搬出を行ってい

たが，昭和53年から農業用トラクタ，昭和56年から

林業技術No.5901991.5
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表･1搬出専門班の過去5カ年の搬出実績

昭和61 62 63 平成元 2

主
間

4.265

2.298

８
７
９
４
７
９
５
１

6,910

1,990

伐
伐

1,489m3

2.236

2,476

2,286

3,72514.76216,5637,74518,900計

功
程
主
間

33m:/人日

1.7

5.9

3.3

5.8

33

6.8

3.7

伐
伐

3.6

2.0

軽減と作業能率向上をさらに図るには，小型モービル

タワーヤーダとの組み合わせも考えられるため，早急

に検討する必要がある。

5．おわりに

本県においても高性能林業機械の導入が始まり，今

後の素材生産活動は大規模専業型と，従来の伐出体系

を主体とした小規模兼業型に分かれていくものと思わ

れる。今回紹介したホイールタイプ小型運材車は，少

量分散的現場の多い本県においては，今後とも必要な

機械であり，作業道，集材路の開設促進と併せて普及

を図っていきたい。

（ささきゆきとし・宮城県林業試験場研修部/技術主査）

小型運材車（リョウシン号：ウインチ装備）を導入し

始め，昭和62年まで3台を導入，そして，昭和63年

にはグラップル付きローダークレーン装備のリョウシ

ン号に買い替え，労働生産性の向上を図っている。こ

の班の過去5カ年の搬出実績は,昭和61年に3,725㎡

であったが，平成2年には8,900nfと,2.4倍となっ

た。また，1日1人当たりの搬出量も昭和61年に主伐

3.3㎡,間伐1．7㎡から平成2年には,主伐6.8nf,間

伐3.7nfと作業功程は大幅に向上している（表・1)｡

作業方法は，小型運材車1台に機械操作1名，荷掛

け1名の2名3班編成，トラック2台に運転手1名を

配置し，1台は林道，作業道上に待機させ，小型運材

車のローダークレーンで積み込む。その間に他の1台

のトラックで共販所までの運搬を行うシステムをとっ

て，双方の待ち時間がないようにしている。

この事例は，木寄せ集材から共販所までの運搬と一

連作業を効率的に実施し，生産性の向上を図っている

事例で，昭和52年から機械による搬出方法に切り替

え，試行錯誤を繰り返して現在に至っている。現在の

問題点は，仕事量の確保である。平成2年度の搬出鐘

は8,900㎡で内訳は，管内4,200㎡，隣接森林組合か

らの依頼分4,700nfと管外での仕事が多い。今後は計

画生産を確立するため，迫地域各森林組合との話し合

いにより，仕事の確保が必要となる。

以上，本県で近年普及しているホイールタイプ小型

運材車による事例を示したが，森林組合の林産を担当

する伐出班の多くは，労働力不足により造林作業との

兼務，または，機械装備の不足，人員の配置等課題が

多い。

4．今後の普及方策

林業従事者の減少，高齢化が進行する中，各森林組

合の地栫えから伐出までの仕事量のバランスが崩れて

きているため，機械装備の充実，班の再編成等により

作業班の広域化，および，森林組合間の分担，協力体

制づくりを推進する。また，木寄せ集材の労働強度の

福岡県における小型

林内作業車の普及状況

原田憲之

1はじめに

最近の林家にとって必要な三種の神器は,『チェーン

ソー・刈払機・林内作業車』ではないかと，私は思う。

それほど林内作業車は，森林施業に必要不可欠な林業

機械となっている｡福岡県は,20PS未満の小型林内作

業車の普及が目覚ましく，現在1,456台保有し（表｡1，

平成2年3月末,20PS以上7台を含む),大分県に次

ぎ2位にランクされている。

これは，民有林面穣199,800ha,5ha以上所有の林

家戸数が4,000戸，森林組合作業班員数833人という

林業指数から見ると非常に高い数字である。

以下，本県の小型林内作業車の普及の背景と利用状

況について述べる。

2．福岡県の林業概況

森林面横は226,000haで，県土の45%を占めてい

林業技術No59019915
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表．l福岡県における主要林業機械の推移

鋺言逵零
内訳

個人｜森林組合｜その他
昭和50 55 平成260

ｎ
ｕ
ｖ
ｎ
／
』
『
ノ
Ｉ
、
／
』

向
く
Ｕ
ｎ
列
『
、
皿
Ｕ
、
″
廷

１

別
開
削
的
８
１

集材機

林内作業車

チェーンソー

刈払機

336

＊

4,089

3.591

313

339

6.371

6.478

232

729

6,728

4,807

2㈹

1,4弱

8,296

7,354

107

1,349

7,328

7,133

林業機械保有実態調査から（平成2年3月末)，＊印は調査なし

る。その成果を製品化して出荷したので，より現地に

即した機械となった。

特に筑水農機（現筑水キヤニコム）の『やまびこ』

シリーズGC550タイプは，本格的な林業専用運搬車

として開発され，間伐材搬出用としてトップのシェア

を誇っている。その後，『やまびこ』シリーズは改良が

加えられ,現在のBFYタイプとなった｡昨年1,500台

の生産があり，九州一円はもとより，関東，中・四国

を中心に販売されている。

また,巻き取りウインチを搭戦した，日研精工の『日

輪』号は,NC500～NC1500E-2Wタイプを主に，

年間200台以上が大分・宮崎・福岡県を中心に販売さ

れている。この林内作業車は,運搬と併せ簡易集材(つ

るべ式・ハイリード式・エンドレスタイラー式等）に

よる木寄せが行われている。

4．林内作業車の普及の背景と利点

福岡県に林内作業車力封導入された背景としては，先

に述べたように地元企業と，森林組合および県内の中

核的林家の多い林業研究グループ員が，一体となって

改良に努力した結果である。

具体的には，次のような背景と利点が考えられる。

1）大都市圏に近いため林業従事者が少なく，特に林

業架線集材の技術者が少ないため，あまり技術を要

しないで，ひとりでも操作・使用できる林内作業車

が期待された。

2）県内には里山が多く，地形が比較的緩やかであり，

作業道・作業路の開設が容易である。このため，山

腹傾斜が15°程度ならば林内走行が自由にでき，間

伐材の木寄せが楽にできる点に人気が集まった。

3)10PS以下の林内作業車は，幅員15m程度の作

業路があれば十分で，開設費が安価であり，架設等

に比べ,一度作業道を作れば,次回間伐からは架設・

撤去費が不要である。

4）購入価格も80万円以下であり,中小林家でも負担

でき，操作が単純で高齢者にも操作できる。

る｡人工林率は66％と全国でも高位にある。人工林の

樹種はスギ55％，ヒノキ39％と大勢を占める。齢級

構成は，他県に比べ1齢級程度林分椛成が高いが，7

齢級以下の面積割合が59％と,間伐対象林の比率が依

然として高い｡平均伐採鐘は,332,00()m§と増加傾向に

ある。これは間伐林分が多く，国の補助施策や福岡県

水源の森基金の助成により,年間8,000haを超える間

伐の実施によるものが大きい。

また，林業生産基盤である林道密度は6.7m/haで，

目標林道密度13.8m/haに対し，達成率49%と低位

にある。

3．福岡県における林内作業車の改良の歩み

当県は，福岡市・北九州市の政令都市を控え，農作

業に比較的早くから耕転機・トラクタの導入が進んだ

結果，農山村の牛馬が昭和40年代に急激に減少した。

このため，牛馬により大部分の木材が搬出されていた

関係で，これに替わる搬出機械が求められた。

県内には，農業用運搬車の製作会社が6社あり，農

耕用に開発された箱型形式のホイールタイプのものが，

里山の緩傾斜地の現地に導入された。

しかし，安全性の面で問題があり，これに替わり木

材の長尺物の搬出可能なクローラタイプの小型林内作

業車が開発された。

この機械は，地域に密着した地場企業と，地元浮羽

町森林組合機械化センターおよび浮羽町林業研究グル

ープの3者が一体となり，県の林業技術課題実証事業

(表｡2，林内作業車の改良実証を林業研究グループが

実施した）などを利用して改良・くふうと操作技術の

向上に取り組んだ。

また，会社の試作機を林業研究グループ員がフィー

ルドを提供して，実用化の検討を行い，木寄せ・集材

用のウインチの搭戦・荷台の棒立て（シャチ棒）のロ

ック装置・ストッパーの装備・巻き上げポストの改良

等を，現場からの声としてフィードバックさせた。機

樹bセンターを通じた改良・くふう箇所は十数点に上

林業技術No.5901991．5
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表･2技術課題実証事業による林内作業車の改良点

年度 課 題 名 実施林業研究グループ名 改良・＜ふう箇所

52

53

54

56

58

農耕用小型運搬車による間伐材の搬出

ゴムクローラによる間伐材の集材と搬出

ゴムクローラによる間伐材の集材と搬出

林内作業車の改良による間伐材の集材と搬出

林内作業車の改良による間伐材の搬出

添田町林業研究クラブ

星野村林業研究グループ

浮羽町林業研究グループ

前原町林業研究グループ

那河川町林業研究グループ

ホイールタイプの作業車の荷台の改良

巻き取りポストの設置

巻き上げポストの改良

荷降ろしフックの改良

巻き取りウインチの改良

写真･’積込み風景

5．林内作業車の利用事例

県内でもっとも林内作業車を保有し，有効に活用し

て生産性の向上と，コストダウンを図っている浮羽町

森林組合の事例を紹介する。

浮羽町森林組合は，作業道の開設を積極的に進め，

路網密度は33m/haに達し,目標のha当たり50mに

向かって，着実な歩みを続けている。また，作業路と

合わせると42mに達する。

組合の事例調査（表・3）によると，間伐材で利益率

が30%前後となるが,これには作業道開設の負担金が

含まれており，次回間伐からは大幅に利益率は上がる。

林内作業車による搬出経費は，搬出距離200m前後で

平均4,000円/mとなっている。自家労働中心の施業

においては，補助金を加えれば十分に採算が合う。こ

のため，よりコストを引き下げ，採算性を上げるため

に，路網の整備がますます重要になる。浮羽町組合で

は『道路のない山は，森林であっても林業ではない〃』

の合言葉で，作業道作りに努めている。

6．今後改良を要する箇所

小型林内作業車は，改良が進み大幅に性能がアップ

したが，現場においては，次のような改良を望む声が

ある。

1）ゴムクローラのタイヤの損傷が激しく，専業に使

用すると年1回以上交換しなければならず，交換費

林業技術No.5901991.5

写真･2搬出風豊
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ili'l卸

’’
1

2
，ビ

！‘舎画1㎡
謝隠｡‘リー

嘉韓蕊
鍾患．羽

用（15～20万円）が高くつくので，悪路に対応でき

る強靭なタイヤと足回りを備える。

2）積載オーバー（重愛の目測などに慣れていないた

め)，衝撃(積込み時に材の激突などが多い）などに

耐える丈夫な機体にする。

3）ウインチを利用して巻き取りを行う場合，アンカ

ーを簡単に外せるようにする。

4）巻き取りワイヤーの損耗が激しい（ブリートアン

グルがとれず，乱巻きになるため形崩れを起こしや

すい)。

5）運転技術や積み荷のバランスでカバーしているが，

坂道の走行時の安定性を増す必要がある。

6）モデルチェンジ・装備の改良による値上げ率が高

い。

以上の問題点の大半は，運転操作や現場作業を注意

して行えば解決できる。しかし，林内作業車による死

亡事故も発生しており，労働省の労働安全衛生法改正

の動きからも，今後，安全確保の観点から安全教育講

習会の開催など，指導機関としての対応が必要と思わ

れる。

7．むすび

林業機械の大型化，高性能化がしきりにいわれる中

で，将来の林業労務事情等を考えれば，早急な高性能

林業機械の導入が必要であるが，地形・生産規模・所
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表･3間伐材搬出経費事例調査
（平成2年度）

1 2 3

スギ・ヒノキ
22～35年6.5ha

スギ・ヒノキ
20～45年4.0ha

スギ
20～35年2.5ha

樹種樹齢・面噴

闘伐率鶏
3回

20％1.327本
3回

20%1,487本
2～3回

20％792本

搬出材墳

地況

平均出材距離

188ITr

20～35．

200m

231

25～35

200

107

20～30

250

伐木造材

出材費

トラック運搬賛

その他

3,191円!/m3

3,989

1,340

5,513

2,597

3,980

1.298

5,835

2,803

4,485

1,303

3,928

経
費
内
訳
計① 14,0詔円/m3 13,710 12.519

売上平均単価②

経費率（①/②）

21,827円/m､

64％

21,062

65

17,008

73

有規模・購入資金等の問題があり，一朝一夕にはいか

ない。

また，当面間伐を主とした伐採が進むものと見られ

るので，当県において，小型林内作業車に依存する比

重は今後とも大きいと考えられる。

なお，わが県においては，小規模林家が多く自家労

働に頼る比率が高いので，機械の性能は2極化の方向

に進むも‘のと思われる。一般林家の使用する積城壁1

t程度，附入価格80万円前後の機械，また，プロ集団

(素材業･森林組合等）が使用する機械として，搬出作

業のスピードアップや，大量運搬を目指した大型の作

業車が求められている。

いずれにしても，高性能林業機械の対極に位置する

林内作業車の重要性は高まるだろう。そのためには，

伐採木の引寄せ，積込み，荷降ろしという一連の作業

を容易にするウインチおよびクレーンの装備，また，

木材のつかみ取り作業を簡単にするグラップルクレー

ンを用いての積込み作業のスピードアップ化，さらに

は，玉切り作業を加えたグラップルソーへの発展など，

生産費を削減し，深刻な人手不足の問題を解決するた

め，小型林内作業車への期待は高い。

(はらだのりゆき・福岡県水産林務部
治山課/林業専門技術員）

刊行のお知らせ

平成2年度会員配布図書＞

蝿用森の虫のⅢ⑪不思議
四六判・224頁

定価1,200円

「一寸の虫にも五分の魂｣というように，一見無意味に動き回っているように思われ
る虫たちにもそれぞれの生活があり，ほかの植物や動物と密接な関係を持って暮らし
ています。地球上の動物の中でもっとも種類が多いといわれる虫たちの，自然界での
生きる仕組みとは？

本書は，まだまだ不思議に満ちた彼らの世界を，思いもよらない事実を交じえなが
らわかりやすく紹介したものです。

購読をご希望の方は，お近くの一般書店でお買い求めいただくか，直接東京書籍㈱までご注文ください
(狂03-3942-4111)。既刊の『森と水のサイエンス』，100不思議シリーズもぜひご利用ください。

’発行東京書籍株式会社

林業技術No.5901991.5
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第102回日本林学会大会

研究発表の概要
（齢：名古屋大学）

林政部門

鳥取大学農学部川村誠
鹿児島大学農学部松下幸司

林政部門では14セッションに分かれ，46題の発表

が行われた｡内容は多岐にわたっていたが，うち14題

は緑地・風致・レクリエーション関連であり，昨年は

別に1部門設けられていた。近年，森林の木材生産機

能以外の側面が重視されてきており，緑地・森林風致

部門は独立させたうえで，今後の発展を期すべきであ

ると感じた。

外国林業に関しては，中国，インドネシア，フィリ

ピン，西アフリカ，チリの現状が報告された。また，

木材貿易に関連した統計的研究が3題報告された。世

界の林産物貿易の概要，米材の輸入関数，日米国際産

業連関表による両国木材産業の相互依存関係が示され

た。わが国は世界有数の木材貿易国であり，今後とも

この分野の研究の進展が期待される。

国内林業については，素材生産業関連が4題，関西

の木材流通関連が4題，その他木材流通関連が4題で

ある。素材生産業については，立木費の重みに関する

報告，新潟県，吉野林業地帯の現状が報告された。ま

た，関西における木材流通については京都産材，徳島

スギ材について報告があった。その他，日田における

原木市売市場の問題，秋田県における製材品の共同販

売，群馬県における森林組合による間伐小径材販売，

宮城県における流通構造の変化について報告された。

国公有林に関連して3題の報告が行われた。国有林，

林業技術N0.59019915

第102回日本林学会大会が,4月2～5日の4日間，桜

咲く名古屋大学を会場として開催されました。以下は，会

員研究発表の概要について，日本林学会編集委員会よりご

推薦いただきました各氏のご協力により，部門別に取りま

とめていただいたものです。

なお，平成3年度の日本林学賞受賞者は，三上進（森林

総合研究所)，万木豊・永田洋（三重大学)，酒井秀夫（宇

都宮大学）の諸氏でした。

山梨県有林，住田町有林が取り上げられ，国公有林と

も財政的に類似した課題を抱えていることが示された。

林業労働関係では2題報告された。国勢調査の林業

作業者に着目しコウホート分析を行い将来推計を行っ

たもの，天竜材産地木材産業の労働条件に関する報告

があった。コウホート分析の結果，若手作業者は必ず

しも減少していないなど，興味深い結果が示された。

広葉樹に関連し，岩手県および会津地方についての

報告があった。会津地方については伐採データを集計

し，その実態が報告された。研究・興味の中心が針葉

樹に偏りがちな中で貴重な報告であった。

その他林政関係では，木材の最終消費に関連して，

木製家具の需給構造，沖縄県の木造住宅事情が報告さ

れた。また，リスクプログラミングを用いた最適投資

問題が報告された。海外に比くわが国が遅れている研

究部門であり，今後の展開が期待される。

次に緑地・風致・レクリエーション関係について述

べる。まず，地域振興関係では，群馬県北部のリゾー

ト開発，野沢温泉の民宿経営，湯沢町のスキー場，小

国町の山菜利用に関連して報告があった。施設そのも

のを扱ったものに，滋賀県朽木村のレクリエーション

施設を対象とした報告があった。

森林の風致等を計量的に検討する報告が5題あった。

千葉県を事例に保健休養的役割に関する森林所有者の

意識，京都嵐山の風致に関する支払い意志の試算，鳥

取市久松山を対象とした景観評価法の試みが報告され

た。また，国全体として保健休養効果を計算する方法

についての提案があった。いずれも試算段階ではある

が，わが国においてもこうした分野が着実に育ってい

るとの感触を得た。



海外を扱ったものに，アメリカにおけるウィルダネ

ス保全の経過を報告したものがあった。レクリエーシ

ョン等に関する研究や制度では，米国等の海外の研究

がもっと参考にされてもよいように思われ，貴重な発

表であった。

その他，不在村所有対策の問題，武蔵野の屋敷林の

変貌に関する報告があった。

林政部門はその守備範囲が広く，1セッションが必

ずしもまとまっていない。予定時間を超過する発表も

多く，十分な討論は行われなかった。発表はプリント

配布形式が多かったが，中には，スライドなどで要点

のみ報告したほうがわかりやすいものもあった。アン

ケート分析，計量分析など統計を用いる研究がかつて

に比べると増加しているが，今後，手法についてより

慎重な検討が必要である。

経営部門

森林総合研究所四国支所

〃林業経営部
松村直人
駒木貴彰

経営部門では58課題発表される予定であったが,2

課題が講演中止となり，56課題の発表が行われた。発

表題数では昨年に比べ16課題増え,過去5年間で最高

であったが，反面，1会場で4日間通じての発表とな

り，長すぎる印象を受けた。発表内容は，森林調査・

航測，成長論，森林計画，都市近郊林，林業経営・流

通，森林資源など多岐にわたっている。

森林調査・航測については，立木位置図の作成や胸

高直径の測定に回転カメラを利用する方法，簡易距離

計を利用した樹高測定の精度向上法，空中写真による

間伐実施林分の判読，オーバーラップ率の違いにより

航空写真判読の精度を上げる試み，リモートセンシン

グによる天然林の林型区分などが発表された。

成長論については，ワイブル分布を軸に九州から東

北までの樹種・地域を対象にした直径分布の推移，回

帰モデルによる信州カラマツの成長解析，リチャーズ

関数の直径分布関数への応用，周囲木との競争モデル，

立木材積推定精度の向上について，林分の総量に着目

した成長モデルの提案，天然林における胸高断面積合

計の分析，スギ品種別幹形の成長解析，リチャーズ関

数による地位指数の推定などが発表された。

森林計画関係では，ファジィエキスパートシステム

の紹介，数値地形モデルによる地形の3次元表示，斜
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面方位を考慮した地位の判定，測定資料のデータベー

ス化，林地管理法の提案，皆伐作業法論，天然林にお

ける伐区・伐採順序の決定，減反率の分布関数を柔軟

に設定した場合の素材生産量予測，択伐林の立木配置

の検討，カンパ林の育成，豪雪地における雪害発生経

過海岸林の更新について報告された。

都市近郊林については，保全管理とランドサットT

Mデータを用いた動態分析，森林植生のウエイトづけ

による風致機能の計量的評価についての報告があり，

都市化の進行に伴って注目されている保全管理問題に

ついては，多くの質疑がなされた。

林業経営・流通については，私有林経営の現状分析

と林業の収益性に関するもの，ワサビ生産とその観光

利用の実態報告，素材生産業者の動向分析，広葉樹林

所有者の経営動向・価格構造についての分析，間伐シ

ステム，材質と価格との関連性，分収育林制度につい

ての報告等があった。特に，国有林の財政再建ともか

かわる分収育林制度の批判的報告については，活発に

論議された。

森林資源分野では，花粉分析によるブナ林分布の移

動,広葉樹資源量の分布図の作成，ドイツの森林施業・

森林教育についての発表があった。

その他，樹形・樹冠形のモデル化および3次元コン

ピュータグラフィックスの発表が4課題あり，注目を

集めた。特に研究手法として，モデルを仮定し，パラ

メータを求めるのか，それともまずデータを取り，計

量的分析を進めるのか，また，森林利用計画や景観計

画への応用等研究目標についても討議された。

今回の発表では畷アンケート調査に基づくものが10

件ほどあったが，多量のデータを整理し公表する方法

としては，表よりもグラフ化して，ビジュアルに表現

すべきであろう。細かい数字が並んだ表では，判読が

困難である。

保護部門

名古屋大学農学部肘井直樹
東京大学農学部福田健二

保護部門では2会場に分かれて合計70題(樹病関連

25題，鳥獣関連10題，昆虫その他35題)の誰演が行

われた。

昆虫関連の分野では，スギノアカネトラカミキリを

はじめとするトラカミキリ類，マツノマダラカミキリ，

林業技術No.5901991.5
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ヒノキカワモグリガ，キバチ，ブナ関連害虫，マツ，

スギ穿孔虫の寄生蜂など各々2～4題ずつの発表があ

り，一時期に比べて研究対象の多様化が目だつ大会で

あった。

全体的な傾向としては，誘引剤を用いた報告が多く

見られ，コガネムシやスギノアカネトラカミキリ，ニ

ホンキバチなど，防除を目的としたものから，森林内

の甲虫相の記戦まで多岐にわたっていた。特に訪花性

のスギノアカネ1､ラカミキリを，花の芳香成分に描造

的に類似した化合物を用いることによって誘引・捕殺

する方法が報告され，さらにこの誘引剤の固形化やト

ラップの色彩などのくふうにより，かなりの防除効果

を期待できることが示唆された。しかしながら，誘引

剤利用の調査では全般に，誘引剤の有効範囲や虫の移

動距離の推定方法など，いくつかの基本的な問題に課

題を残した。

さらに，キイロコキクイムシおよび種駒利用による

穿孔虫の微生物防除に関する研究報告があり，マツノ

マダラカミキリ，ヒノキカワモグリガの生理・生態的

側面からのアプローチによる報告も，昨年に引き続き

数題行われた。このほか，マツ属の交雑と虫害との関

連性，空中散布薬剤の残留特性に関する報告があった。

また，漸進大発生型のブナアオシャチホコの個体群動

態を，時間と標高をパラメータとする単純なモデルで

記述しようとする試みや，さらに菌類と共生関係を持

つ養菌性キクイムシの生態など，基礎的な研究につい

てもいくつかの新たな知見が得られた。

他方，鳥獣関係では，造林地およびその周辺部にお

ける野ネズミ個体群の動態と，造林地への侵入様式を

記号放逐と除去によって調査した報告，ニホンカモシ

カ，ニホンノウサギの採食生態を植物種あるいは枝径

に対する選択性に基づいて解析した報告が行われた。

また，森林動物の中ではとれまでほとんど明らかにさ

れていなかったヤマビルの生態の一端を，野外調査お

よび室内飼育によって明らかにした報告が目を引いた。

鳥関連では，ブナ林におけるクマゲラの餌環境を，穿

孔虫の種組成とその供給源である枯損木量に基づいて

定量化することを試みた研究をはじめ，道路や森林伐

採が野生鳥獣に及ぼす影響に関する報告が2題，野生

動物管理の問題を狩猟管理の視点からとらえようとす

る試みが1題あった。

野生生物の保護・管理およびそれらと森林とのかか

わりについての研究の蓄積が乏しいわが国では，今後

こうした鳥獣分野における研究者と研究環境の充実が

図られる必要があるように思われる。

林業技術No.5901991.5

樹病の分野では，2日・3日の両日で25題の報告が

あった。昆虫・鳥獣分野と会場が分かれていたため，

ほとんど樹病研究者のみであったが，多くの参加者が

あり活発な議論が交わされた。発表テーマが集中した

ものとしては，マツ材線虫病に関するもの5題，ヒノ

キ漏脂病，樹脂胴枯病に関するもの9題があった。

マツ材線虫病に関する講演は，例年に比べて数は少

なかったが,接種法の再検討があったほか,強病原性・

弱病原性マツノザイセンチュウを用いた接種試験にお

ける水分生理に関するものや，接種後の反応を組織化

学，膜の透過性，エチレン生成等の面から検討した報
恥ま

告があり，未だ多くの課題が残されていることが指摘

された。

ヒノキ漏脂病に関しては，病徴進展過程を解剖学的

に検討したものが2題あり，漏脂のメカニズムの一端

が明らかにされた。また，主要な関連糸状菌として検

討されてきたc心ゆわ妙0""sisa雄蜘α菌の，各地で

の接種後の経過や樹脂道形成についての報告があった

一方で,新たな病原菌として,as郷〃属菌に関する報

告があった。C"彫ﾉ彪属菌については,接種試験により

激しい漏脂を再現したことから，今後の研究が注目さ

れる。

ほかに，近年注目されている病害として，スギの材

変色，暗色枝枯病に関するもの，カラマツ根株腐朽病

に関するもの，ナラタケに関するもの，それぞれ2題

ずつの講演があった。ナラタケはこれまで1種とされ
たいじ

てきたが，菌株問の対時培養における反応により，い

くつかの系統に分けられることが示されたことから，

それぞれの系統（生物学的種）の病原性の検討を含め，

今後の展開が期待される。

その他のものとしては，沖縄本島における樹木病害

調査の報告があり，いくつかの未記戦の病害が記録さ

れたほか,モミサルノコシカケによるサワラ職腐病(新

称）の提案，キリ腐らん病菌の培養物による組織培養

したキリシュートの白斑形成，エンジュさび病の被害

解析と病患部の解剖観察の報告があった。

立地部門
森林総合研究所森林環境部

〃

森林総合研究所四国支所

田中永晴
相沢州平
平井敬三

立地部門では，酸性雨や温暖化などの環境変動が植

物や土壌に及ぼす影響，渓流や地下水の水質，水源酒



養機能，林木栄養，立地環境と植生・林木の生長との

関係，土壌の生成・性質についての研究発表が行われ

た。

酸性雨に代表されるような環境問題と森林の関係は，

今もっとも関心が持たれており，今年も基礎的なもの

から実態解析までさまざまな方面から報告された。酸

性雨関係として，降水の実態解析では北海道のトドマ

ツ･エゾマツ林での林外雨,林内雨,樹幹流のpHの測

定結果や，中部山地での林外雨，林内雨の溶存イオン

濃度について報告された。林地土壌への影響では，関

東のスギ林衰退地での土壌溶液のpH,各種イオン濃度

が測定され，特にアルミニウム機度の上昇が認められ

たこと，九州の調査結果で，置換性アルミニウムが多

い土壌では，置換性のカルシウムおよびマグネシウム

が少ないことなどが報告された。さらに林木自身の解

析として，千葉県下のスギの衰退木と健全木の着葉

量・落葉過程が比較され，衰退木では旧葉の着葉量が

少なく変色・枯死した枝葉が多いことが報告された。

また，スギ針葉中の元素含有塑と衰退程度の関係が検

討され，カドミウム，鉄，など衰退木で多いもの，ア

ルミニウムやクロムなど差の見られないものなど，元

素による違いが明らかにされた。基礎的な実験では，

水耕栽培によるアルミニウムと林木の生長および養分

吸収についての報告があった。また，土壌カラムを用

いた人工酸性雨によるモデル実験もいくつか報告され

た。実際の樹幹流を流した場合の例，土壌を乾燥させ

ず生土を用いた場合の例,Ao層の浸出液を用いた例な

ど，より現実に近い形での実験が行われ，表層土壌で

の緩衝能の弱さが明らかにされた。酸性雨以外でも，

山地帯の樹木の枯死の問題として，北関東のカンパ類

の枯死が，台風の強風とナラタケ菌の侵入との関係か

ら検討された。気候温暖化に伴う北海道の針葉樹林植

生の変化について，長期間のカンパ類の森林の後，落

葉広葉樹林へ移行することが予測された。都市の緑地

問題として，多摩川の段丘崖線の緑地が現在でも減少

しつつあることが報告された。ヒノキ樹幹中の微量元

素の濃度が調べられ，樹齢間での元素の濃度の違いや

樹皮・樹幹での違いが明らかにされた。

渓流や地下水の水質に関した発表では，降雨に伴う

渓流水の元素濃度と流堂の関係について，濃度変化に

は直接流の割合が効いていることが明らかにされた。

また，花崗岩地帯の地下水の降雨に伴う濃度変化の傾

向が，飽和，遷移，不飽和帯のそれぞれで違うことが

明らかにされた。さらに，三要素肥料をトレーサーと

して，土壌中の養分動態を追跡した結果が報告された。
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この分野では防災部門でも研究が開始されており，両

部門の連携の必要性が感じられる。

土壌養分と微生物に関連した分野では，窒素の同化，

無機化を中心に発表があった。未かく乱土壌を洗浄培

養法によって水分を調節しながら培養した結果，ピン

培養法と比較して硝酸化成が遅くなった。土壌に尿素

を施用してアンモニア菌の発生を追跡した実験では，

微生物の増殖によって窒素が同化されるため，初期に

硝酸化成が抑えられた。乾性褐色森林土のF2層では硝

化活性が低いことが報告された。荒廃林地において窒

素固定活性をアセチレン還元法で推定したところ，裸

地の地衣類の窒素固定量が大きかった。アカシア苗に

リンを施用したポット試験の結果,VA菌根菌を根粒

菌と共接種すると，根粒菌のみを接種した場合に比べ

て生長量が大きくなった。イオン交換樹脂を土壌中に

埋設して菱分移動鐘を測定したところ，養分元素の移

動量は下層に比べて表層で大きく，ヒノキ林よりスギ

林のほうが大きかった。林地斜面に窒素を施用し，硝

化によってpHが5を下回ると，土壌溶液中のアルミ

ニウム濃度が増大した。

植物体内での養分移動に関した報告では，クヌギ葉

部のN,P,K濃度が施肥により高くなること，イチ

ョウの葉のMg,Ca,窒素，リン濃度と落葉時期との関

係が示された。

土壌と植生の関係では，スギ林で表層へのカルシウ

ム集積が見られることや，ヒノキ林の表層土壌の粗孔

隙は，収量比の高い林分で少ない傾向にあることなど

が報告された。また，せき悪林地の植生回復と土壌の

発達との関係，大佐渡山地のスギ林，ブナ林，ヒバ林

での土壌の違いや，タニガワハンノキの分布する範囲

が適潤の砂礫地に限られること，福島県の豪雪地にお

けるサワグルミの根曲がりの調査結果が論じられた。

土壌と植物の生長との関係では，伊豆半島の第三紀

層地域のクスノキ林では，土壌の理学性と生長量に正

の関係が認められることが報告された。また，土壌重

力水の残存日数から育種検定林の立地修正が，より良

い精度で可能であることが明らかにされた。

水源酒養機能に関係した報告では，筑波山において，

土層が尾根部から沢部へと深くなり，表層土壌の約1

割で全保水容量の90％を貯留可能という報告がなさ

れた。

土壌の生成・性質に関する発表では，花崗岩を母材

としたモミ・ツガを主とする二次林での経時的な土壌

の生成や，御岳泥流上の生成初期の土壌表層の酸性化

および交換性，水溶性陽イオンの流出も報告された。
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また，海外の土壌についての発表も数題あった。中国

黄土高原の土壌については，固相率が高く織密な理学

性が報告された。インドネシア東カリマンタンの蛇紋

岩土壌については，地形に対応して異なる性質の土壌

が分布し，一連の土壌生成の系列が存在することが明

らかになった。ルソン島（フィリピン）の山地・丘陵

地の赤色土と日本の赤色土の化学性について比較が行

われ，性質に極端な違いがないことが報告された。

誘導，トゲナシニセアカシアのカルスからの個体再生，

スギ品種謝鍾のカルス形成能の比較による，品種特性

との相関の梼討に関する報告があった。

プロトプラストに関しては，クヌギの不定胚からの

プロトプラストの単離，ヒノキ無菌幼苗の子葉部分か

らのプロトプラストの単離とコロニー形成が報告され

た。

組織培養を行う場合，用いる材料の家系，齢，外植

体として用いる部分等の違いによって培養の難易が異

なり，適した培地成分の組成も必ずしも同じではない。

この問題に関連するものとしては，樹齢850年の老木

であるカバザクラの培養法の改善に関する報告，シラ

カンバ属樹木の冬芽の培養に関して，培養開始時期と

枝上の位置の検討を行った報告，グイマツのF1優良

家系の培養方法の検討,クロマツ精英樹20クローンの

自然受粉種子の胚培養における，家系間差の検討につ

いての報告があった。

形態形成に関するものとして，シラカンバの節間の

培養による不定芽の形成過程の解剖学的研究が報告さ

れた。

分子生物学では，休眠状態にあるクロマツ乾燥種子

中に存在する貯蔵型mRNAが，リボソームと複合体

を形成して貯蔵されていることを示す報告があった。

バイテク部門

細井佳久
木下勲

森林総合研究所生物機能開発部
〃

バイテク部門では,2日間にわたり計20編の発表が

あった。その内訳は，針葉樹・広葉樹の育種や増殖を

目指した組織・細胞培養，またその再生植物の順化に

関するもの17編,分子生物学の立場から種子細胞の核

酸の機能解明を試みたもの1編，環境抵抗性樹木の導

入について試験したもの1編，葉色の遺伝様式の解明

を試みたもの1編である。発表数は前年の大会と同程

度であったが，内容的には順化を含めて培養に関する

発表が大部分を占めた。

第1日目の発表内容について順に紹介していくと，

不定胚等に見られる分裂活性の高い細胞の増殖，ある

いは分化を目指して，耐塩性樹木のミズガンピや針葉

樹のヒノキ，マツ等の細胞培養についての報告があっ

た。次いで，選抜された数クローンのクヌギのえき芽

培養では，クローン間差は見られたものの，再生植物

体を得た報告や，イヌマキの成木生枝片と種子成熟胚

の培養で器官形成能に差が見られたという報告があっ

た。また，培養再生個体の順化について，タラノキで

順化の簡易化を目指した人工種子の試みや，カラマツ

では異なる器官組織を培養し，再生した幼植物体につ

いて順化期間，場所等を変えて順化条件を検討した報

告があった。次に培養関係以外の発表として，中国で

砂漠の緑化に用いられている沙柳について，わが国へ

の導入に関する報告や，中国産の柳杉で，冬期針葉が

緑色を呈する個体について，交配実験により遺伝様式

の解明を試みた報告がなされた。

2日目の発表は，まずカルス培養に関して，雑種ポ

プラのカルスからの再生個体中に出現した細長い葉を

持つ変異体についての分析に関する報告，熱帯の造林

に重要と考えられているAcaciamangiumのカルス

造林部門
森林総合研究所生物機能開発部
〃九州支所

〃四国支所
〃 東北支所
〃 関西支所

〃北海道支所

介
之
太
樹
司
一

研
裕
茂
偉
裕
隆

村
内
原
鷺
淵

吉
田
森
大
井
田

造林関係では今回も報告件数が多く，4日間にわた

り，3つの会場で120編を超える発表が行われた。今

回もバイテク部門が独立して運営されているが，これ

を含めるならば，実質的な広がりはきわめて大きいと

いえる。以下では，全体を逓伝育種関係，造林および

生態関係，生理ならびに生理生態関係の各分野ごとに，

発表の概要について報告する。なお，造林・生態部門

の中で雪害等の問題を扱ったセッションがある｡また

熱帯林・亜熱帯林関係については，前101回大会のよ

うな特別セッションは開かれなかったが，近年の研究

者の増加を反映して今回も件数が多く，この項の末尾

においてまとめて紹介する。

遺伝育種部門は,主として造林I会場を中心に31編
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の報告があった｡対象樹種はスギが13編と多く，その

他にヒノキ属，トウヒ属，オオシラピソ，ブナ，クヌ

ギ，アカシア，アカシデと多岐にわたったが，近年注

目されている広葉樹が今年は4編と少なかった。

耐病虫害では5編報告され，マツノザイセンチュウ

抵抗性44クローンの後代の検定が行われ,大規模な後

代検定でも抵抗性が確認されたことが注目される。

成長形質は5編報告され，スギ101家系を用いた試

験地での50年目の結果が報告され,比較的歴史の浅い

林木育種研究では長期にわたるものであり，現在集ま

りつつある20～25年目の次代検定林のデータを,採種

園改善等に活用するうえでの参考資料として注目され

る。

染色体関連は，クヌギが還元分裂の対合から同質4

倍体であるという観察がなされ，落葉性カシ類のほと

んどが4倍体である可能性が示唆された。この結果は

初めて出てきたもので注目される。またスギの染色体

分裂の改良の試みが報告され，スギの染色体地図を作

成するうえで,inSitUhybridiZationとともに有力な

手段となるので，今後の発展が期待される。DNA関

連では，葉緑体DNAの制限酵素断片長多型(RFLP)

を用いたマツ科の系統分類学的研究と，スギの核DN

AのRFLPのプロープを用いた遣伝分析およびクロ

ーン間差異が報告された。これらの研究は日本の林木

では初めてで，林木遣伝研究のレベルの向上をうかが

わせる。

アイソザイム関連が7編でもっとも多かった。遺伝

的変異，系統関係，交配様式と，各分野において有力

な手段として活用されている。その中で，オオシラピ

ソが中部山岳地帯から八甲田山にかけてクライン状に

遺伝変異が減少しており，中部山岳地帯がオオシラビ

ソの発生地である可能性が示唆されたことが注目され

る。その他，心材色，材の強度，脂質の分析，成長と

耐雪性の関係などが報告された。

造林I1会場では，成熟した常緑広葉樹林の動態に関

して，大規模な面積での種構成，ギャップ動態，土壌

のpH分布等についての報告があった。伐採跡地の初

期更新については，コジイやコナラ林における，萌芽

や実生の生残に関する報告があった。

山火事跡地の更新については，埋土種子・種子散布

が注目され，特に埋土種子の動態については，更新問

題に絡めて落葉広葉樹，モリシマアカシアでの報告が

あった。

針葉樹林では林分構造，個体群密度に関する報告が

あった。光環境に関する研究は，この分野の性格上現

21

実林分での測定例が多く，上木と下木の位置差やギャ

ップの有無による日射量の違いが報告された。また種

子確保が困難なタケ科（カンチク）の種子の形状・発

芽に関する報告もあった。総合討論では，活発な質疑

応答となった。例えば，調査面積の大きさはどの程度

が適当かの議論が行われた。この問題は古くて新しい

問題であり，残念ながらこの場では明確な結論が見い

だせなかった。一方，埋土種子の生残試験の1つであ

るシードバッグ法の長短について議論がなされた。

2日目以降の発表も多岐にわたり，更新，育苗から

間伐までさまざまな段階の発表があり，また，広葉樹

に関する発表が多かった。サンプル数や大きさについ

て何回も議論されたことが注目される。関連する発表

ごとに要約すると，まずブナの更新に関しては，残存

母樹の問題に触れ，サイズと結実率や密度と種子散布

量の関係についての発表がなされた。また，稚樹の消

長を林内外の違いから解析した例や，更新樹種の中で

ブナの高い耐雪性を示す例など，生育環境に着目した

発表があった。さらに，ツルの繁茂が更新を困難にす

る例の紹介もあった。このほか，イヌブナの更新に雨

氷害が有効に作用した例や酸性雨が及ぼす葉障害の例，

欧州ブナ林，林道法面での例などがあった。

天然林の構造や動態については，薪炭伐採や風倒，

クマハギなどのかく乱によって，構成種がどのように

成長したか，また，どのような森林が形成されるかを

予測する発表があった。

雪害に関しては，スギでは微地形と成長，冠雪堂と

品種，林孔と冠雪害，ヒノキでは樹幹形と環境要因に

ついて，それぞれの関係が報告された。また，雨氷害

の被害率と樹木の形態に法則性があることを示した発

表もあった。さらに，不成績造林地における有用広葉

樹の混入率や成長を解析し，今後の多様な保育施業の

必要性が提起された。

調査対象は海外にも多く求められ，・リーハリンで森林

椛成を調べた発表など，熱帯林以外の発表が見られた。

また，国内では高山帯のハイマツ林の成長と立地条件，

標高2,050m地点でのタテヤマスギの繁殖など，さま

ざまな森林が対象となった。

人工林の施業に視点を置いた発表は，最近の林学会

ではほとんど見られなくなった。その中でスギーヒノ

キニ段林の下木成長など，複層林関係の発表が目につ

いた。一方で天然林施業に目を向けた発表や，天然林

に関する7編の発表が行われた。特に，稚樹に関する

研究は盛んに行われており，コナラ，アカエゾマツ，

ヤチダモ，ナラで稚樹の個体群動態，生育様式，土壌
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条件への反応，稚樹の枯死要因の発表が行われた。ま

た，海岸アカマツ林内に発生するアカマツ，コナラ属

の稚樹動態からアカマツの更新について発表された。

森林の構造に関する研究は，さまざまな視点から行

われた。ダケカンバ林を対象に密度と光環境，部分器

官量の関係について2編の発表があった。また樹形，

樹冠の広がり，樹幹形をパイプモデル理論に関連して

分析した研究や採材を考えたケヤキの研究等，応用的

な側面からの発表など4編が見られた。

アオモリトドマツ，ホオノキの開花に関する研究，

ミズナラ，コナラの結実の研究など，繁殖に主眼を置

いた6編の発表が行われた。稚樹の動態から見たコナ

ラ林の天然更新，落葉広葉樹林内の稚樹の葉群動態な

ど，稚樹に関した発表が3編行われた。また，稚樹に

関係の深い種子散布や結実特性，種子生産，リター落

下量などについても3編の発表があった。また，常緑

広葉樹二次林の階層構造と光環境の，3次元分布の関

係に関する発表が2編行われた。

造林Ⅲ会場は水分生理から始まった。まずフェノロ

ジーと樹体の水分通導特性の関係を解析したものがい

くつか報告されている。また葉柄における抵抗に注目

し広葉樹・針葉樹間の差を論じたグループや，樹冠上

部・下部間での水ストレス差とそれに対応した葉構造

の違いや光合成変化を見たもの，立地の水分環境と成

長の関係の種間差を見たものなどがあった。機能の種

間差に関しては，ヒバ林に生育する前生樹や他樹種の

稚樹の光合成を検討し，暗い林内での成長のポテンシ

ャルを論じたものが関心を呼んだ。蒸散・光合成の予

測に関するモデル化も精度を上げたようだ。また光エ

ネルギーの意味を吟味する研究も見られた。ほかに塩

分の影響下における成長や生理特性では，別項で述べ

られているマングローブ以外に，ハマポウとタブノキ

に関する報告があった。全体を通じて，生理機能を測

定する際の葉齢に関する問題が議論された。

成長調節物質に関して，植物体の個体内で働くいわ

ゆる植物ホルモンに関する報告と，種間レベルにおけ

るケミカル・コミュニケーションの報告があった。前

者に関しては，広葉樹の傷口の癒合促進，滞水環境下

におけるスギ苗木の不定根形成，スギの成長や花芽形

成等に関する報告があり，後者に関しては，シラカン

バ冬芽由来の香り成分力苗，他種に対して成長調整作用

を持つという報告があった。

また，最近の環境問題を反映してか，生育条件を数

段階に変えて設定し，環境変動と成長の関係を明らか

にする実験報告も目だち，生育温度とカワヤナギの成
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長，植栽密度とポプラの光合成特性，二酸化炭素濃度

と広葉樹の光合成・蒸散速度等の結果が報告された。

林木の呼吸消費量やその推定方法に関するものとし

ては，アカマツ，モウソウチク，ヒノキ等で報告があ

ったが，研究の比較的進んでいるヒノキでは，呼吸を

構成呼吸と維持呼吸とに分離して推定した報告があっ

た。

樹木の肥大成長に着目した発表では，成長パターン

と年輪年代学，気象要因，水分ストレスとの有意な関

係が報告された。その中で新しいデンドロメーターが

紹介され，この分野での研究の発展が期待された。

樹冠の形成に関しては，間伐方式の違いや競合状態

の遠い，枝の光条件の違いからさまざまなシミュレー

ションが試みられた。

植栽，育苗に関しては，伏条スギの直挿し苗や冷温

貯蔵の有効性，広葉樹山引苗の樹種特性の報告があっ

た。

根系に関する発表は5編あり，マメ科樹種の根系発

達が土壌水分，温度条件を変えた人工気象室の実験で

明らかにされた。また，マングローブ，二段林下木の

根系の発達，構造に関した発表も見られた。

早生樹種として利用価値の高いマメ科の成長特性，

パルプ材として利用可能なユーカリの生育経過が明ら

かにされるなど，応用的側面からの発表があった。

ミネラルの動態に関する2編の発表では，ミズキで

のミネラルの溶脱，北海道北部の森林でのリターに関

する発表力視られたが，この分野は大半が立地部門で

発表された。

林内光環境と林分構造に関する7編の発表では，さ

まざまな視点からさまざまな手法を用いて研究が行わ

れた。全天空写真と3次元画像シミュレーションを結

び付けた発表や，実験室内で枝と葉の遮光を分けて測

定した研究など，アイディアに富んだ発表が見られた。

また，光環境を施業の面から研究した発表も見られ，

林内光環境の研究が基礎的，応用的にも重要視されて

いた。

熱帯林関係では,今回も13編の多岐にわたる報告が

あった。前回多かったマングローブについては種の帯

状分布例，樹冠内での葉サイズ分布の解析例，日長・

塩分湛度と成長，塩分濃度と光合成能関係の種間差，

あるいは還元状態基質への耐性から，それぞれ種分布

特性を考えさせるものが見られ，生態から生理までの

研究の広がりを期待させる。森林の多面的な利用に関

して，施業を通じた遺伝子資源保全方法を探るもの，

沖縄での植物資源の利用用途，伝統的森林利用法とし



ての北タイでの林内チャ栽培が報告され，活発に議論

が交わされた。ほかに簡便・高精度な林内光環境解析

法，ブルネイの泥炭湿地林内のギャップ内あるいは樹

冠下など，サイトの違いがもたらす水・熱環境差と実

生動態などからの，前生稚樹消長予測へのアプローチ

が見られた。

造林関連では，アグロフォレストリー方式での間作

物と林木の根系の競合問題，造林地に侵入した雑草の

処理，あるいはフィリピンでの木本繊維作物であるガ

ンピ栽培への試みなどが見られた。

熱帯林に関しては他分野でも発表が多い。ヒトの営

みをも包含する生態系として熱帯林を考える必要が叫

ばれてきており，造林だけで独立して扱う限界が感じ

られる。再び総合的なセッションを設けて議論を深め

ていく機会を持つことが，検討されるべきだろう。

防災部門

東京大学農学部芝野博文

1会場で4日にわたる63件の講演を聴講したので，

ここにその概要を報告する。筆者の判断に基づき講演

を分類し，それぞれの概要を紹介しつつ，私的な印象

を織り混ぜていきたい。裁然と分けるのは難しいが，

講演の内容は，森林の環境に関する研究と防災に関す

る研究とに大別できる。

森林の環境に関する研究の多くは，森林水文学や森

林気象学に関する研究であり，森林域での水循環が中

心的なテーマである。

まず，森林気象学としてまとめられる一連の研究が

ある。林冠上での風速分布について検討を加えた研究，

熱伝達の一形態である放射を取り上げた研究，顕熱・

潜熱により大気中に戻っていくエネルギーについての

研究が挙げられる。潜熱とは水蒸気の形態で上向きに

運ばれる熱量であるが，これを水量で見ると蒸発散と

いう現象を見ていることになる。蒸発散を取り扱った

研究は多く，蒸発の抑制の機構について，ライシメー

タによる観測を基に実蒸発散量を測定し，微気象学的

な検討を行った研究，あるいは土壌水分分布を取り扱

う不飽和浸透理論によってその機構を説明する研究，

量水観測資料に短期水収支法を適用し蒸発散量を検討

した研究が挙げられる。土壌-植生一大気を水分移動が

密接に関係しながら生じる場としてとらえ，土層中の
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水と熱の動きを調べて蒸発散推定に結びつけた研究も

挙げられる。また，観測の手法では蒸発散の研究と類

似した，熱収支から積雪水量を推定する研究があり，

これと関連して純放射量の時間的・平面的変化を推定

した研究，短波放射と林分構造の関係の分析も見られ

た。

次に，土壌中の浸透から流出に至る現象に関する研

究があり，パイプ流を対象とした観測，下層土が表層

地下水の水位上昇特性に与える影響の考察，土壌の透

水特性についてマクロポアを対象にした研究や，基盤

地質ごとの相違について紹介した研究，さらにその下

層の地質基岩からの流出の調査，また，フィールドに
せいち

見られる複雑な条件を盛り込んだ浸透流に関する精織

な数値計算を行った研究が見られる。

浸透の問題と関係して水質形成に関する研究がある。

SiO2,電気伝導度を対象として流出の成分分離を試み

た研究，アニオンを対象にその土壌中の空間分布につ

いて水文学的な考察を試みたもの，溶質の移動につい

て数値解析を行った研究が見られ，今後の森林水文学

研究の方向をうかがわせる内容であった。トレーサー

として水質を見る立場森林土壌中の養分循環を水文

学的に明らかにしていく立場があり，両者は密接に結

びついており，水循環解明に豊富な情報をもたらすも

のとなろう。

また，特定の水文素過程を論ずるのではなく，流域

試験に関する研究も，宗谷丘陵，宝川鮮馬)，尾鷲，

去川(宮崎)，東カリマンタンとさまざまな地理学的条

件下での事例が紹介された。宝川と去川では流域の森

林処理が行われ，その影響が検討されており，富士山

麓のブナ林の水循環特性に関する研究も現れた。

防災をテーマとした研究は，現象別に地すべり，斜

面崩壊，流木被害，雨滴浸食，凍上，林野火災，汚染，

防風林に分類され，対策や調査法に関する研究も見ら

れる。

地すべりについては，移動量観測を紹介した研究，

移動速度と間隙水圧の関係を論じた研究，斜面崩壊で

は，模型斜面を使って人工降雨により，すべり面の形

成過程を調べた研究や，斜面の水収支と崩壊への進展

過程の関係を調べた研究，斜面上での一面剪断実験に

よる第3次クリープの各パラメータと斜面条件との関

係を検討した研究が挙げられる。雪食崩壊地の拡大過

程についての報告，表層土の物理性についてコンパク

ションの影響を調べた研究!,NewZealandの牧草地の

物理的特性の面的分布を調べた研究，根系による土の

剪断強度あるいは崩壊防止効果を調べた研究など多岐
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にわたっている。林野火災については，燃焼痕から風

向・風速を推定する手法を実験的に確かめ，この基礎

の上にたって延焼拡大予測を検討した一連の研究，加

熱による土壌の物理性への影響に関する研究,LAND.

SATのTMデータにより林野火災跡地の植生回復状

況について判定した事例が紹介された。汚染に関して

道路沿線樹林の重金属の分布を調べた研究，サンパウ

ロ市のSO2による植生枯損をランドサットにより調

査した事例が紹介された。

調査法に関する研究としては，パソコンとランドサ

ットMSSデータによる地被判別，濁度観測による崩

壊位置推定の試みが紹介された。

利用部門

東京大学農学部
京都大学農学部

岩岡正博
鈴木保志

利用部門は,会場数は1つであったが,計59課題の

発表があった。

林道関係の発表は12件であった。路網計画･地形解

析に関しては，エキスパートシステム,GIS(地理

情報システム),代案比較の手法などを利用した計画支

援の方法の考察と，収穫量などを判断基準としたり，

ファジー推論などを用いた実際の路線選定に関して5

課題，山地地形の連結性，伐出適地の選定に関する地

形解析が2課題あり，プログラムの開発が主眼となっ

ていた。討論では，環境への影響といった道のマイナ

ス面の評価の必要性が話題となった。また土質．土木

関係は，弾性波速度測定，捨土の許容量，路面浸食，

横断排水溝の設置条件，舗装の効果など5課題行われ

た。

経営基盤計画に関しては，ヘリコプタ集材と墓轤整

備投資に関する発表や，農家林家の経営の線型計画法

による分析などがあった。労働環境に関しては，アン

ケートによる職場環境・意識等の調査・分析など3課

題あった｡労働科学に関しては11件の発表があり，精

神的負担や疲労余裕の表現の関連が2課題，運動や回

復に対する森林環境の影響，自動枝打機の移動器具の

利用,CAIを用いた安全教育，作業の動作分析など

があった。討論では，糖神的疲労の的確な表現の必要

性を訴える意見，依然として沈滞している林業労働の

現状を盤う意見等が出されていた。また，林業用車両

の視界などの検討が2課題，アイカメラを使用して車
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両運転者や機械作業者の注視点を調べた発表が3課題

あり，討論では，注視点の定義や，海外の研究者から

見た日本の林業作業の感想などに関する質問があった。

可搬型のアイカメラの利用は，新しい手法として興味

を集めていた。

作業関係の発表は8件あったカミ従来型の小型林内

作業車を用いた作業の功程に関する1課題に対し，ハ

ーベスタなどの高性能機械を用いた作業の功程に関し

ては6課題あり，作業方法の改善による功程の改善や，

機械作業による残存木への影響などが報告され，高性

能機械が定着しつつある現状を反映していた。討論で

は，地形条件，作業コスト，植栽方法，作業時期など

に関する質問があった。また複層林の造成事例の報告

もあった。

機械関係の発表は12件であった｡車両系機械に関し

ては，脚式機械，自動搬送車両などの開発や，伐倒機

アームの自動制御に関する発表が4課題，車両の安定

性や挙動についての力学的，実験的検討が3課題あり，

討論では，新開発機の機構，制御方法，目的などに関

する質問があった。また車両による土壌圧縮に関して

1課題，バックホウを用いた掻起し作業に関して2課

題の発表があり，討論では，掻起し作業や，エロージ

ョンに関する質問に対して，掻起し方法によって更新

樹種を変えられることなどが話し合われた。一方，架

線作業関係では，岩大式集材法の2点づりへの改良や，

架線用ハーベスタの試作，集材機の遠隔操作のための

無線の到達範囲などの発表のほか，モービルヤーダの

改良や集材功程に関して3課題の発表があり，討論で

は，架線用ハーベスタの作業方法，モービルヤーダの

改良点や機構などに関する質問があった。また，ワイ

ヤロープの劣化を定量的に検査するための，新しいセ

ンサーの開発なども報告された。

その他，間伐作業でかかり木の発生に影響する枝の

弾力性，環境への影響を考えてチェーンソーオイルに

食用植物油を用いた例，磁気センサーによる下刈作業

時の植栽木位置の識別，通気機構付き保護帽の開発な

どに関する発表があり，討論では，植物油の機械や環

境に対する影響，磁気センサーの感度，保護帽の強度

などに関する質問があった。またGPS(グローバル

ポジショニングシステム）に関して，リアルタイム処

理時の測位精度や，樹木による電波障害に関する発表

が2課題あり，本年中にシステムが完成する予定であ

ることなどが報告された。
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患へ＠回ざ趣⑨親林活動をｻポー ﾄする

14．諸外国におけるサポート活動(2)

オランダ

黒三田大郎

1．オランダは自然保護の国

現在では農地が大半を占めるオランダも,およそ

12世紀ごろまでは,今の干拓地の部分を除き森林

に覆われていたという。しかし,その後13世紀から

19世紀まで農地化が着々と進められ,今世紀初頭

には,森林率が3％にまで低下してしまった｡ところ

が,このような森林の減少の傾向は,あるヘラサギ

生息地にゴミ処分場が計画され，その保護のため

に自然保護団体が設立されたことなどを契機とし

て大きく変化し始めた｡1905年のことである｡森林

や自然地の有する公益的な機能や価値に対する市

民の認識が深まり，森林を含め自然地の保存運動，

あるいは植林促進運動も活発になってきたのである。

そして，この新たな潮流は今日に至るまで脈々

と受け継がれ，その延長線上に，この100年で森

林率が8％と3倍近くまで回復したという事実も

存在しているのである。したがってこの値は，世

界でも屈指の高密な人口と農業や工業などの人間

活動を支える土地を確保しなければならない宿命

のオランダが，自然環境の保全にも熱心に取り組

んでいることを示す証であるといえるのである。

2オランダの自然保護制度

オランダには，3種類の自然保護地域の制度が

ある。それは，自然保護地区と国立公園，それに

国立風景公園の3つである。このうち，国立風景

公園(nationalelandschappell)は，伝統的な田

園景観を農業の方法等も含め包括的に保存維持し

ようというものであり，1975年から約10年間,実

験的施策として試みられたが，農業に関する政治

的配慮や財政上の問題により政策としては挫折し，

現在は指定地のみが残っているだけという状況に

なっている。このため，実質的に現在も機能して

いる地域制度は，3種類のうち自然保護地区と国

立公園の2種類だけということになる。

自然保護地区(natuurreservaten)は，オランダ

国内に約3,500カ所設定されており，総面積は，

およそ18万ha(国土の約4%)に及んでいる。そ

れぞれの自然保護地区の大きさはまちまちであり，

1ha以下のものもあれば，数千haに及ぶ面積を

有するものもある。保護の対象は，森林，ハイデ，

砂丘，干潟，湿地，草地などさまざまであるが，

必ずしも純粋自然のみを対象とするのではなく，

人為の影響を受けている半自然地であっても動物

相，植物相，景観などに特性や重要性が認められ

れば自然保護地区となっている。これらの自然保

護地区は，自然保護法に基づき指定がなされるが，

その土地のほとんどは自然保護を目的として買収

されており，自然保護の専用地区ということがで

きる。この買収の主体は，国（主に国家森林管理

局)，州，自治体あるいは自然保護団体と多岐にわ

たっているが，これらの団体は相互に連携分担し

て必要箇所の買収に当たっており，現在でも買収

は順次行われている。また，それぞれの自然保護

地区では各々管理方針が定められており，自然の

維持や積極的な自然の管理が行われている。

また，国立公園(nationaleparken)は，この

自然保護地区の制度に野外レクリエーションの考

え方を加えたものである。それはいくつもの自然

林業技術No.5901991.5



26

保護地区が集中し，生物相や景観のまとまりが

1,000ha以上ある地域一帯を，介在する農地など

の民有地を含めて国立公園として指定し，自然の

保護とともに野外レクリエーションをも増進して

いこうというもので,これまでのところ21地区の

候補地のうち5公園が実際に指定を受けている。

それぞれの国立公園では，国立公園の面積の大半

を占める複数の自然保護地区の管理方針を調整す

るとともに，農地の利用方法もルール化して土地

利用の管理計画を作成し，ひとつの地域全体力§自

然保護上や景観上まとまりを保ち続けるようにさ

れている。オランダの国立公園について注目すべ

き点は，その指定にしても管理計画の作成にして

も法律に基づくものではなく，農水省の委員会が

中心となって，地元の自治体や土地所有者と協議

を重ねながら行っていることである。地権者を含

め納得ずくの国立公園といっていいだろう。

3オランダの自然保護団体

オランダでは，今世紀初頭以来，自然に対する

関心が国民の間で高くなっていることは既述した

が，これに伴って数多くの自然保護団体力:設立さ

れている。そして，その中でも特に大きな組織が

｢天然記念物保護協会(hetNatuurmonumenten)」

である。この協会は，既述のヘラサギ事件を契機

として,その翌年の1906年に設立されたものであ

るが,現在は会員数25万人という大組織となって

いる。オランダの人口は約1500万人であるから，

国民の組織率は約1．7％にも達する。わが国では

大きな自然保護団体でも会員数は国民の0．’％以

下という実態と比較すると，鮠くべき数字である。

天然記念物保護協会は，自然保護に関する本や

パンフレットの出版なども行っているが，国の自

然保護施策の中でも大きな役割を担っている。自

然保護地区とすべきとされた地域を自ら買収した

り，運河や水路，あるいは草地を管理したりする

事業を行っているのである。これらの事業は，国

や州などと意思疎通を図りながら，また資金援助

を受けながら行っているものであるが，協会は国

などの下請けというわけではなく，’つの有力な

自然保護の事業主体として機能している。

林業技術No｡5901991.5

この協会には,職員が約400名おり，うち100名

がアムステルダム近郊のヒルベルスム(Hilver-

sum)にある本部で働き，ほかの300名がオランダ

各地の支部で働くという体制を取っている。協会

の事業は，これらの職員を核として遂行されるこ

とになるが，職員のほか会員の一部，約3,000名

がボランティアとして事業を支えている。ボラン

ティアの仕事は，ヨシ原の草刈りや風車の管理な

どの作業的なものから，鳥類などの生息数のカウ

ントというような調査，あるいは協会のビジター

センターでの解説等指導的なものまでさまざまな

分野に及んでおり，かなり高度な業務までこなす

組織化されたボランティア集団が形成されている。

また，他の有力な自然保護団体としては，アム

ステルダムにある自然保護教育研究所(hetln-

stituutvoorNatuurbeschermingseducatie)を

挙げることができる。これは財団法人のような組

織であり，自然保護教育を中心とする環境教育を

推進しており，啓発用の機関誌や指導用の手引書

を作成しているほか，4日間程度のかなり高度な

内容の自然体験と学習のための研修（ワーキング

キャンプ）や作業奉仕，自然解説などのボランテ

ィアの派遣等の事業を実施している。特に，この

研究所は，青少年を対象としてワーキングキャン

プ指導者養成のための夏季長期キャンプと，生物

学系の学校教師を対象としたワーキングキャンプ

を実施しており，実績を上げている。さらに，自

然保護教育研究所は，オランダ各地の自然保護団

体と連携を取っており，各州に環境教育コンサル

タントを配置して関連団体，グループの自然保護

活動を支援している。

これらの自然保護団体の活動を見ると，年齢や

階層を問わず，多くの人々が実践的な自然保護活

動に参加していることに驚きすら感じるが，その

点をあるボランティアに問うと，「20～30ギルダ

ー（1ギルダー＝約70円）の年会費を払えば，入

会して自然に接し,リフレッシュできるし,やがて

は社会的ステータスも得られる。そのために会員

になったのだ」という答えが返ってきたが，この

言葉に，自然保護が1つの社会常識として定着し



ているな，とあらためて強く感じたしだいである。

（くるだだいざぶろう・釧路市/公園緑政課長）

ベルギーにおける

自然教育

藤田均

ベルギーの国土は31,000km2,北部フランダース

地方は，ベルギー国土の約半分を占める平たん地

だ。フランダースには山らしいものが1つもなく，

地平線が見られる。海岸には堤防が長く続いてい

る。また，至る所に運河や小さな湖が見られる。

言語はオランダ語を話す。

去年の秋，このフランダース地方（アントワー

プ，ブルージュ，ルーベンなど幾つもの都市が集

まった連邦のようなもの）において自然教育の実

態を調べてきたので，その概要を次に紹介したい。

ベルギーの自然教育は，そのほとんどがボラン

ティアによって行われている。新たに毎年およそ

60人に及ぶ自然教育の先生が作り出されている，

その機構はどうなっているのだろう。首都ブリュ

ッセルに次ぐベルギー第二の都市アントワープ，

人口50万人のこの都市に,フランダースで唯一の

自然教育者養成機関である自然教育センター（協

会）がある。アントワープ駅から歩いて5分ほど

の貸しビルの一室が事務所で，中は閑散としてお

り，教えられなければ，そこがそんな重要な仕事

をしている所だとは，気がつかないだろう。

ここにはたった4人の人しかいない。協会所有

の財産というのはなく，そこの事務所を含めて自

然教育の会場はすべて借り物だ｡年間予算は3200

万円。この予算で4人の職員の給料をはじめ施設

の借料，自然教育者コースの受講生を教えてくれ

る大学の先生方およそ60人の旅費などが賄われ

ている（授業料は無料だが，教材費として2年間

で15,000円,授業地までの交通費,食事代その他

は受講生が負担するし，教師陣の有名大学の教授

方も報酬なしで教えてくれているのだ)。この予算
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の4割は，フランダース地方政府からの補助金で，

残りは会社や個人からの寄付金に依っている。

すなわち，政府も大学も会社も，そして個人も

すべてがこの自然教育システムを応援しているし，

参加しているというのが，ベルギーの自然教育と

いえるだろう。

初めの1年は，基礎知識習得コースと環境法や

環境政策のマスターコースとして30課程の受講

が義務づけられる。全課程としては40あるので，

受講生は興味と日程調整とから30を選び出す｡1

課程は3時間，1課程をこなすのにアントワープ

から遠く離れた森の中が講義地の場合など，1泊

2日を要する。多くの，学校の先生なども自然教

育の先生をしようと受講しており，講義は週末や

夜が主になっている。

基礎コースの中には，風景学，水文学，気象学，

動物とその環境,植物とその環境,砂丘などのまと

まった自然系についてのものなどがあって，これ

らは建物内での受講となっている｡しかし,地図の

読み方,植物の同定,フィールドにおけるバードウ

ォッチング技術，エキスカーションリーダー技術

など，野外における実習にも力が入れられている。

この，1年間30課程を受講した後の受講生は，

さらに1年間自然ガイド研修（子供たちへの自然

教育の練習)を行うことが義務づけられている。こ

のためアントワープ近くの十数箇所の場所では，

一年中ほとんどの土，日，この研修期間中の教師

による，無料のガイド付きエキスカーションが楽

しめる。この，1年間の受講と2年目の自然教育

実習を終えた60人に,初めて自然教育センターは

自然教育者としての免許を与え，免許を受けて彼

らは無報酬ながら自然教育を行えるようになる。

さて，ベルギーのフランダース地方には国立公

園はないが，数ヘクタールから数十ヘクタールの，

日本の国立公園と同じような地域制（土地の所有

にかかわりなく公用制限をかける制度）の風景確

保地や自然確保地というのがあって，そこでは自

由に中に入って，自然を楽しむことが保障されて

いる。そして,その中の29カ所には,ビジターセン

ターが設置されている｡その運営形態は,政府補助

林業技術No.59019915
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写真フランドル地方の代表的景色（高校生相手の水質調査の実習なども，驫の実習なども，ビジターセンターで行われていた）

学年用には，描かれた絵に合う落ち葉をフィール

ドで拾わせてその図案に重ねるといったような，

野外で遊びながら学ぶものが多い。日本に導入し

たいようなものが，豊富にそろえられていた。

また，小道具にくふうが凝らされている点も見

逃せない。例えば，段ボール箱ぐらいの大きさの

木の小箱の活用。びっくり箱といって，動物の剥

製や魚の干物，鳥の羽根，落ち葉毛糸，木切れ

などが詰められた箱。これはふたをしたままで小

学生に手を入れさせ，中のものが何であるかを手

の感触だけで当てさせる，手の触覚を高めるゲー

ムに使われる。その他，水質調査の測定機が詰め

込まれている箱，絵の具や紙や鉛筆が入っている

箱などもある。野外で何かを教えるとき，その箱

を1つ持ち出せば用が足りるようにできているの

だ。何でもないプラスチック制の容器だが，ウル

シの葉や子供たちに嫌われているクモなど，直接

手で触れられないものを，その容器に入れて観察

するというのもある。ふたはレンズになっていて，

物が大きく見えるし，底には物差しがついている

ので大きさを測ることができる。太陽にかざすこ

とで，薄い物なら内部を透しても見られる。

ベルギーの人は，自然を観察したり，自然の中

を歩き回るのがとても好きな国民だ。週末には，

風景確保地のブナの森などの中を散策する人が実

に多く見られた。それはきっと，こういったビジ

ターセンターで小さい時からきちんとした自然教

育を受けてきたたまものだろうと思われる。

（ふじたひとし・大山隠岐国立公園管理事務所）

を受けているもの,いないもの,広く運営資金を公

募しているもの，会社の慈善事業によってなされ

ているもの，個人的寄付金によってすべて賄われ

ているもの，国の営林署によって管理されている

ものなどさまざまだが，自然教育者はこの29カ所

のビジターセンターのいずれかに配属され，無償

で子供たちを中心に自然教育を行うことになる。

そのうちの幾つかを訪れ，実際の自然教育活動

を目にした経験から，特筆すべきことを2，3述

べてみたい。

まずイギリスと同様，ここでも学校単位の利用

が行われているということを挙げたい。すなわち，

平日の3時間程度，近くの学校から先生が自分の

ところの生徒をビジターセンターへ連れてくる。

小，中，高校生を問わず，先生はわずかなお金を

払って自然教育者に生徒を任せると，自分はビジ

ターセンター内のレストランなどでコーヒーを飲

みながら，生徒たちが自然のことを教わったり，

自然の中で遊びまわっているのを眺めている。公

立学校でもその生徒を任せにやってくるというの

は，日本でいえば文部省と環境庁との連携がとて

もうまくいっているということだ。1年間で3回

も，同じ生徒たちが自然教育を受けにやってくる

こともある。なお，もちろん払われたお金は，ビ

ジターセンターの運営費として使われている。

次に教材だが，学年ごとに違ったものが用意さ

れていて，すべて自然教育者の手作りだ。小学生

向けには，小学校の先生の自然教育者が案を考え，

それを絵のうまい先生が図案化して作る。特に低

林業技術No.59019915
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眉廟情 報

北海道大学農学部演習林研究

報告第47巻第2号

平成2年8月

北海道大学農学部演習林

口北海道北部地方における狩猟と

森林環境の変遷がヒグマの生息動

態に与える影響

口活動性地すべり地の変動履歴と

土砂生産過程

口地質条件の違いによる小流域河

川流出特性の比較研究

口顕微分光測光による数種熱帯産

材のリグニン分析

口軟X線透視によるヤチダモ

(FW"""s〃”"ぬ〃z"'""var.

j"0""Maxim.）ハタギリ

(KIﾌﾉ”α"""c"jsNakai)の水分

分布の観察

ロプナ木部細胞の傷害に対する反

応

口湾曲集成材の半径応力ならびに

曲率と耐力に関する基礎的研究

口広葉樹CTMPの改質に関する

研究

ロ北海道産Sorex属（トガリネズ

ミ科；哺乳綱）3種の相対年齢と

体重，繁殖状態について

演習林第27号

平成2年9月

東京大学農学部附属演習林

ロ瀬戸地方播悪林地の森林造成に

関する研究(1)－母材による土

壌のちがいとアカマツの生長

口瀬戸地方癖悪林地の森林造成に

関する研究(Ⅱ)－清悪林地にお

ける森林造成

口1981年台風15号による東京大

学北海道演習林の森林被害

北海道林業試験場研究報告

第18号！

※ここに紹介する責料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし談す。｜llillllllIl

平成2年11月

北海道立林業試験場

口海風環境下における天然生樹木

の生態と砂防的応用

ロカラマツ人工林の成長と立地要

因の関係

ロ北海道におけるカラマツ人工林

の立木腐朽

□1､ドマツ人工林の間伐試験01)

－間伐7年後の葉量と葉齢構

成

ロトドマツ高齢人工林の収穫・更

新試験(1)－径級伐採後8年間

の残存木の成長

口大沢スギ採種園の着花，種子お

よび種苗の特性

口厚田村シラツカリの段丘斜面に

おける天然生海岸林の群落学的研

究

口林業試験場道南支場におけるク

リ在来品種の生育と果実の品質

森林総合研究所研究報告

第359号
平成2年11月

森林総合研究所

ロヒノキ人工林における下層植物

群落の動態と制御に関する研究

口電導度による融雪流出の成分分

離と融雪流出過程に関する研究

口広葉樹キシランの酵素糖化にお

ける4－0－メチル－，－グルク

ロン酸側鎖遊離酵素

ロプナ磨砕リグニンのエポキシ樹

脂包埋及び薄切による紫外線顕微

分光

研究報告No.32

平成2年11月

沖縄県林業試験場

ロキオピエダシヤクの樹間分布と

密度推定法の検討

29

口木質資源の肥料化に関する研究

一木質系堆肥の堆積期間と腐

熟について

口県産材の材質に関する研究(Ⅲ）

－イジュ・エゴノキの人工乾燥

スケジュールの推定

ロニオウシメジの人工栽培化に関

する研究111)－サトウキビ畝間

利用による栽培

スギ・ヒノキ穿孔性害虫被害の

防除技術の実用化に関する総

合研究（大型プロ研究成果4）

平成2年7月

林野庁

本報告は，都道府県の林業試験

研究機関が国庫補助を受けて，昭

和58年度から5カ年にわたり実

施してきた研究成果について取り

まとめたものである。

この研究のねらいは，スギ・ヒ

ノキの人工林に被害を及ぼす穿孔

性害虫による被害の質的・塗的把

握，被害発生林分の環境要因の解

明，施業による被害回避および薬

剤防除技術等について総合防除技

術の確立を図ることにあった。

内容として，スギカミキリ，ス

ギノアカネトラカミキリ，スギザ

イノタマバエ，ヒノキカワモグリ

ガおよびキバチ類の害虫ごとにそ

の研究成果がまとめられている。

東京大学農学部演習林報告

第83号

平成2年9月

東京大学農学部附属演習林

ロコクサグモにおける餌条件と密

度の相互関係

ロホンドテンの食性の季節変化

ロマツ材線虫抵抗性マツの選抜育

種一家系とクローンの比較

口択伐施業計画のシステム化に関

する研究

ロカラーコンピュータ．グラフィ

ックによる森林景観情報処理手法

の開発一空中写真画像と地

形･植生数値情報のα合成表示と

3D表示

林業技術No.59019915
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た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の

木
に
馬
の
名
を
冠
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
形
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
」
と
出
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
も
っ
と
も
ら
し
い
説
明
だ
が
、
さ
ら
に

こ
れ
と
は
別
に
、
冒
勗
の
は
単
に
「
大
型
」
を
意
味
す

る
名
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
。
ｇ
】
坊
の
△
巴
遇

（
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
）
、
言
易
①
も
冨
冒
（
ア
メ
リ
カ
ス
モ

モ
）
、
ｇ
厨
の
点
且
島
昏
（
ワ
サ
ビ
ダ
イ
コ
ン
）
な
ど
《

ｇ
境
隠
の
名
を
冠
す
る
植
物
は
、
い
ず
れ
も
本
来
の

も
の
よ
り
、
大
型
で
、
粗
雑
な
感
じ
が
す
る
の
を
特

徴
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
日
本
で
も
、
ウ
マ

ノ
ミ
ッ
バ
、
ウ
マ
ザ
サ
、
ウ
マ
ス
ゲ
な
ど
の
ウ
マ
に

も
、
や
は
り
大
型
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
私

に
は
、
こ
と
さ
ら
に
理
屈
め
か
し
た
前
の
二
説
よ
り

も
、
単
純
明
解
な
「
大
型
」
説
の
ほ
う
が
、
ど
う
も

当
た
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

な
お
マ
ロ
ニ
エ
（
冒
閏
８
具
閏
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
ク
リ
の
意
味
だ
が
、
英
語
で
も
、
冒
勗
の
を
略
し

て
、
単
に
ｇ
閉
冒
昌
（
ク
リ
）
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
。

マロニエG・Dalechampius

rHistoriaGeneralisplantarumj1657年

形
態
・
分
布
な
ど
マ
ロ
ニ
エ
の
原
産
地
は
ギ
リ
シ

ャ
北
部
か
ら
ト
ル
コ
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
の
都
市
に
は
広
く
植

え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
ま
れ
に
植
物
園
な
ど
で

植
え
て
い
る
。
落
葉
高
木
で
葉
は
対
生
し
、
大
き
な

掌
状
複
葉
で
、
小
葉
は
通
常
七
枚
あ
り
、
中
央
の
も

の
が
大
き
い
。
ト
チ
ノ
キ
の
葉
に
似
て
い
る
が
、
葉

の
ヘ
リ
の
鋸
歯
が
粗
い
重
鋸
歯
で
あ
る
。
五
月
に
は

大
き
な
円
錐
花
序
を
枝
先
に
頂
生
し
、
両
性
花
と
雄

花
が
雑
居
し
て
い
る
。
白
く
て
少
し
赤
味
を
帯
び
た

花
が
多
数
咲
き
、
花
弁
は
四
枚
で
、
七
本
の
雄
し
べ

が
花
外
に
長
く
出
て
い
る
。
果
実
は
球
形
、
径
約
四

セ
ン
チ
の
蒟
果
で
、
ト
チ
ノ
キ
の
果
実
と
違
っ
て
、

短
い
と
げ
を
全
面
に
散
布
し
て
い
る
。
褐
色
に
熟
し

て
三
裂
し
、
種
子
は
大
き
く
、
ク
リ
の
果
実
に
似
て

い
て
、
濃
紫
褐
色
で
光
沢
が
あ
る
が
、
頭
が
丸
く
、

へ
そ
は
灰
色
で
大
き
い
。

法
務
省
付
近
に
あ
る
ト
チ
ノ
キ
の
並
木
は
、
パ
リ

に
あ
る
マ
ロ
ニ
エ
に
と
き
ど
き
間
違
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
並
木
は
奥
多
摩
に
生
え
て
い
た
ト
チ
ノ
キ
の
種

子
か
ら
東
京
市
が
苗
木
を
つ
く
り
植
栽
し
た
も
の
で

あ
る
。
パ
リ
に
咲
い
て
い
る
赤
花
の
も
の
は
、
淡
紅

色
の
美
し
い
花
が
咲
く
ベ
ニ
バ
ナ
ト
チ
ノ
キ
で
、
日

本
で
も
ま
れ
に
植
え
て
い
る
。
花
が
鮮
紅
色
の
ア
カ

バ
ナ
ア
メ
リ
カ
ト
チ
ノ
キ
と
マ
ロ
ニ
エ
の
雑
種
で
、

マ
ロ
ニ
エ
に
似
て
果
実
の
表
面
に
と
げ
が
あ
り
、
冬

芽
は
わ
ず
か
に
粘
る
だ
け
で
あ
る
。
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今
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
四
月
末

か
ら
五
月
に
か
け
て
、
欧
州
六
カ
国
の
い
わ
ゆ
る
業

界
視
察
な
る
も
の
に
出
か
け
た
。
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
苦
し
い
思

い
を
さ
せ
ら
れ
た
が
、
時
あ
た
か
も
マ
ロ
ニ
エ
の
花

の
シ
ー
ズ
ン
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、

至
る
所
で
こ
の
花
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に

は
、
実
の
と
こ
ろ
救
わ
れ
た
思
い
だ
っ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
フ
ォ
ン
デ
ル
パ
ル
ク
、
英
国

の
ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー
ト
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通

り
、
ロ
ー
マ
の
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
公
園
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
パ
ル
メ
ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど
で
、
シ
カ
モ
ア
（
セ

イ
ヨ
ウ
カ
ジ
カ
エ
デ
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ナ
ラ
や
プ
ラ
タ

ナ
ス
な
ど
に
交
じ
っ
て
、
マ
ロ
ニ
エ
（
セ
イ
ョ
ウ
ト

チ
ノ
キ
）
の
亭
々
た
る
大
木
が
、
円
錐
形
の
花
穂
を

積
み
重
ね
た
姿
は
、
強
い
印
象
と
な
っ
て
、
今
も
顔

前
に
ほ
う
ふ
つ
す
る
。
Ｊ
・
Ｅ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
い

う
人
の
《
《
目
冨
月
忌
の
国
８
庵
軍
と
題
す
る
本
に
引
用

さ
れ
た
「
無
数
の
白
い
小
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
支
え
持
つ

緑
色
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
い
う
詩
の
一
節
は
、
ま

木
の
名
の
由
来

38

マ
亘
王
（
セ
イ
ヨ
ウ
ト
チ
ノ
キ
）

さ
に
こ
の
木
の
姿
を
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

マ
ロ
ニ
エ
に
は
白
花
と
赤
花
の
二
種
類
が
あ
る
こ

と
は
か
ね
て
聞
き
及
ん
で
い
た
が
、
赤
花
の
実
物
に

見
参
し
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。
こ
と

に
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
の
、
赤
花
を
交
じ
え

た
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
は
み
ご
と
だ
っ
た
。
コ
ン
コ
ル

ド
広
場
か
ら
凱
旋
門
に
向
か
っ
て
、
ロ
ン
・
ボ
ア
ン

広
場
ま
で
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
大
通
り

は
、
幅
が
三
○
○
メ
ー
ト
ル
余
と
き
わ
め
て
広
く
、

そ
の
間
が
左
右
三
列
ず
つ
、
六
列
の
並
木
に
な
っ
て

お
り
、
内
側
の
各
一
列
が
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
あ
と
の
各

二
列
が
赤
花
を
交
じ
え
た
マ
ロ
ニ
エ
で
、
こ
れ
ら
が

い
っ
せ
い
に
花
開
い
た
様
は
、
実
に
壮
観
と
し
か
い

い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
ほ
か
パ
リ
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
遺
体
を
地
下
室
に
納
め
る
オ
テ
ル
・
ド
・
ア
ン

バ
リ
ッ
ド
（
廃
兵
院
）
の
正
面
入
口
あ
た
り
の
、
セ

ー
ヌ
川
沿
い
の
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
の
花
盛
り
の
姿
も
、

そ
れ
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

西
條
八
十
の
「
巴
里
の
屋
根
の
下
」
と
い
う
詩
に
、

「
鐘
は
鳴
る
、
鳴
る
、
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
み
ち
、
巴
里

深
津
正

小
林
義
雄

の
空
は
青
く
晴
れ
て
、
遠
き
夢
を
ゆ
す
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
パ
リ
の
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
道
は
、
異
国
の

遊
子
の
胸
に
、
遠
い
夢
の
よ
う
な
旅
情
を
か
き
た
て

ず
に
は
お
か
な
い
。

こ
の
木
の
実
は
、
柔
ら
か
な
、
と
げ
の
あ
る
殻
に
納

ま
り
、
一
見
ク
ル
ミ
に
似
て
い
る
が
、
苦
く
て
と
て
も

食
べ
ら
れ
な
い
。
英
国
で
は
、
こ
の
実
を
８
鼻
閏
と

称
し
、
秋
に
子
供
た
ち
が
樹
か
ら
揺
り
落
と
し
、
糸

に
通
し
、
互
い
に
ぶ
つ
け
合
っ
て
遊
ぶ
。
割
ら
れ
た

ほ
う
が
負
け
、
勝
っ
た
側
は
８
．
皀
胃
胃
（
勝
者
）
と

呼
ば
れ
、
そ
れ
か
ら
こ
の
遊
び
を
８
鼻
曾
と
い
い
、

こ
れ
が
こ
の
木
の
実
の
名
前
と
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。

マ
ロ
ニ
エ
の
属
名
シ
＄
ｇ
言
い
は
、
ラ
テ
ン
語
の

肝
。
鼬
（
食
物
）
も
し
く
は
画
⑦
、
。
野
・
の
（
食
う
）
に
由
来

し
、
果
実
を
家
畜
の
飼
料
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま

た
種
小
名
の
嵐
ｇ
ｇ
尉
冨
員
一
目
は
、
「
ウ
マ
の
息
切

れ
を
治
す
Ｌ
意
味
だ
と
い
う
。
英
国
の
有
名
な
本
草

家
ジ
ェ
ラ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
木
の
実
を
、
東
方

の
諸
国
の
人
々
が
馬
の
せ
き
や
息
切
れ
、
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
病
気
の
薬
に
用
い
た
」
と
い
う
。
英
語

の
冒
勗
？
９
＄
ｇ
具
や
ド
イ
ツ
語
の
”
ｇ
呉
溺
‐

う
塞
ぐ
り

冨
凰
の
は
、
い
ず
れ
も
馬
栗
の
意
味
で
、
右
の
種
小
名

も
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
馬
栗
の
語
源
に
は
異
説
が
あ
る
。
国
局
言
閂

の
『
故
事
熟
語
辞
典
』
に
、
「
枝
の
幹
に
接
す
る
部
分

の
近
く
を
斜
め
に
切
る
と
、
切
っ
た
枝
が
、
馬
の
飛

節
や
足
部
、
蹄
鉄
、
つ
め
な
ど
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
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今月のポイント

・根を掘り起こして確認すれば安全

・ニリンソウ（鰯蟻草）

・トリカブト（附子）

・毒をもって毒を制す

・山菜中潅事故は，おいしさゆえに防げます
L一=-----－一一一－－－－－－．－－－=－－口■c令.車車車一一一一一◇一一．÷＝＝－＝－－－←－．－．÷与一毎一．＝P一一』

ニ
リ
ン
ソ
ウ
（
筆
者
撮
影
）

ｑ
《人

犯
戸患者数

戸死亡者数
（患者数の内数）

26
一25

20ー

'4

12

と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
、
山
形
県
で
「
ニ
リ

ン
ソ
ウ
」
を
食
べ
て
中
毒
死
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
「
ソ
バ
ナ
」
と
呼
び
、
お
ひ
た
し
、
あ
る
い
は
味
噌
汁

に
入
れ
て
食
べ
た
ニ
リ
ン
ソ
ウ
に
、
ト
リ
カ
ブ
ト
が
混
入

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ト
リ
カ
ブ
ト
と
同
じ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
ニ
リ
ン
ソ
ウ

（
鶇
掌
草
）
は
、
質
は
や
わ
ら
か
く
、
群
生
す
る
こ
と
が

多
い
。
地
上
茎
は
花
茎
の
み
で
、
二
十
セ
ン
チ
前
後
。
春

に
栄
え
て
夏
に
枯
れ
る
が
、
ト
リ
カ
ブ
ト
と
同
様
、
比
較

的
湿
っ
た
肥
沃
な
場
所
を
好
む
。
さ
ら
に
、
春
の
ト
リ
カ

ブ
ト
の
葉
は
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
そ
れ
と
比
較
的
似
て
い
る
の

で
、
誤
食
し
や
す
い
。
食
べ
た
後
は
、
口
の
周
り
や
四
肢

の
し
び
れ
感
、
悪
心
、
嘔
吐
、
胸
の
む
か
つ
き
な
ど
に
始

10 9

F

D 5

1 Ｉ図
■

２
－
１

2

no 占0110
0

北青岩山宮福長
海
道森手形城島野

図･1地域別トリカブト中毒事故患者･死亡者数

･2山形県の月別
中毒事故患者数

ま
り
、
死
に
至
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
、
昭
和
二
十
五
年
～
平

成
二
年
ま
で
の
ト
リ
カ
ブ
ト
に
よ
る
中
毒
事
故
（
東
北
食

中
毒
研
究
会
調
査
）
は
、
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
発

生
時
期
は
五
月
に
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
は
山
菜
の
最
盛

期
に
当
た
る
。
一
方
、
最
近
で
は
蜂
蜜
の
汚
染
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
中
毒
事
故
が
あ
る
。
ま
た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
花
屋
さ
ん
で
よ
く
見
か
け
る
大
型
の
花
を
持
つ
ハ
ナ

ト
リ
カ
ブ
ト
も
、
有
毒
な
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
む
の
で
取

り
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
。

〃
フ
グ
は
食
い
た
し
命
は
借
し
し
″

〃
食
中
毒
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
″

山
形
県
で
は
保
健
所
が
中
心
と
な
り
、
植
物
の
写
真
を

掲
示
し
て
、
キ
ノ
コ
や
ト
リ
カ
ブ
ト
の
中
毒
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
芽
出
し
の
ト
リ
カ
ブ
ト
は
、
山
菜
と

し
て
の
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
中
に
混
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
特
に
気
を
配
っ
て
ほ
し
い
。

特
に
問
題
な
の
は
、
山
菜
料
理
と
お
酒
の
関
係
で
、

〃
な
に
も
言
わ
ず
に
ジ
ッ
と
我
慢
を
し
て
く
れ
て
い
る

肝
臓
君
へ
〃

〃
本
日
は
休
肝
日
で
す
″

と
、
表
看
板
を
立
て
て
い
て
も
、
珍
味
が
出
れ
ば
つ
い
つ
い
、

〃
ア
ッ
カ
ン
を
も
う
一
本
″

の
声
が
出
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
お
い
し
い
山
菜
を
じ
ょ
う
ず
に
食
べ
る
に
は
、

間
違
い
や
す
い
毒
草
を
い
か
に
的
確
に
取
り
除
く
か
、
で
す
。

〃
山
菜
中
毒
事
故
は
、
お
い
し
さ
ゆ
え
に
防
げ
ま
す
ノ
・
″
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風土と薬詞恒物 翰蕊
拶

2二'ノンソウを食べて
卜'ノカブト中毒事故

篝溌 奥山徹
（明治薬科大学・教授）

昨
年
の
十
一
月
中
旬
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
が
、
突
然
フ

ジ
テ
レ
ビ
（
お
は
よ
う
／
・
ナ
イ
ス
デ
ー
）
か
ら
電
話
が
あ

和
か
Ｏ
し

り
、
「
附
子
」
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ッ
フ
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
軽
部
真
一
氏

た
ち
）
に
会
う
ま
で
は
、
こ
ん
な
時
期
に
ど
う
し
て
急
に

テ
レ
ビ
が
附
子
な
ど
を
取
り
上
げ
る
の
か
奇
異
に
思
っ
た

が
、
そ
の
主
旨
を
聞
い
て
合
点
。
例
の
保
険
金
殺
人
事
件

で
あ
っ
た
。

ト
リ
カ
ブ
ト
と
殺
人
事
件
と
の
か
か
わ
り
は
、
歴
史
の

う
え
で
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
何
年
か
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
独
眼
竜
正
宗
」
の
中
で
、
正
宗
の
母
親
が
実

子
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
ト
リ
カ
ブ
ト
。
ま
だ

記
憶
に
新
し
い
。
日
本
で
の
識
殺
の
多
く
は
こ
の
ト
リ
カ

ブ
ト
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
ア
イ
ヌ
人
が

狩
猟
の
毒
矢
と
し
た
り
、
忍
者
が
シ
ュ
リ
ヶ
ン
の
先
に

塗
っ
た
り
し
た
よ
う
だ
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ヒ
素

や
ド
ク
ニ
ン
ジ
ン
（
セ
リ
科
）
が
用
い
ら
れ
、
か
の
有
名

な
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
毒
と
知
り
な
が
ら
飲
ん
だ
の
は
、
ド
ク

ニ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

文
学
や
演
劇
に
感
心
の
あ
る
方
は
、
プ
ラ
ト
ン
の

パ
イ
ド
ン
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
獄
中
で
刑
死
す
る
描

写
や
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
マ
ク
ベ
ス
で
の
、
魔
女

の
セ
リ
フ
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
「
ト
リ
カ
ブ
ト
」
は
す
べ
て
怖
い
、
そ
し
て

危
険
な
毒
草
か
と
い
う
と
、
「
漢
方
薬
」
と
し
て
は
鎮
痛
、

こ
う
し
ん

強
心
、
利
尿
、
新
陳
代
謝
機
能
冗
進
剤
（
熱
な
く
悪
寒
が

あ
り
、
四
肢
の
痛
む
陰
証
に
有
効
）
に
用
い
、
桂
枝
加
附

子
湯
や
八
味
地
黄
丸
（
最
近
は
か
す
み
目
、
排
尿
困
難
、

頻
尿
、
む
く
み
等
の
老
人
性
の
病
気
に
人
気
が
あ
る
ら
し

い
）
等
の
漢
方
方
剤
に
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
生
薬
で

あ
る
。こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、

〃
薬
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
薬
に
な
る
が
、
毒
に
も
な
る
″

〃
毒
を
も
っ
て
毒
を
制
す
″

こ
れ
を
転
ず
れ
ば
、

〃
悪
人
（
毒
）
退
治
に
は
、
悪
人
（
薬
）
が
適
役
″

と
な
る
で
し
ょ
う
か
？

多
く
は
煎
剤
と
し
て
用
い
、
そ
の
常
用
量
は
○
・
二

～
○
・
五
グ
ラ
ム
、
極
量
は
一
回
○
・
五
グ
ラ
ム
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
有
毒
成
分
は
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
ア
コ
ニ
チ
ン

で
、
人
の
致
死
儲
（
皮
下
注
射
）
は
三
～
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

し
た
が
っ
て
、
生
薬
○
・
一
グ
ラ
ム
は
致
死
堂
に
近
い
。
と

に
か
く
こ
の
生
薬
は
、
「
薬
効
量
」
と
「
致
死
量
」
が
非
常

に
近
く
、
取
り
扱
い
に
く
い
代
表
例
だ
。

「
ト
リ
カ
ブ
ト
」
は
、
全
国
各
地
に
自
生
す
る
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
宿
根
草
で
、
球
根
は
年
々
更
新
、
増
殖
し
、
秋
に

あ
の
独
特
の
紫
色
の
花
を
付
け
る
。
漢
名
を
「
烏
頭
」
、
あ

る
い
は
「
附
子
」
と
い
う
。
球
根
の
形
が
烏
の
頭
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
烏
頭
と
、
附
子
は
子
根
（
側
根
）
を
指
す
。

和
名
の
ト
リ
カ
ブ
ト
、
カ
ブ
ト
ギ
ク
の
名
の
由
来
は
、
昔

の
舞
楽
に
出
て
く
る
鳥
人
の
冠
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
わ

れ
、
英
語
名
の
モ
ン
ク
ス
フ
ー
ド
（
僧
帽
）
、
ド
イ
ツ
語
名

の
ア
イ
ゼ
ン
フ
ッ
ト
（
鉄
兜
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
花
の
形

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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の
多
い
山
肌
か
。
そ
ん
な
想
像
を
し
た
の
も
、
道
が

傾
斜
を
増
し
て
、
息
が
切
れ
始
め
、
左
右
の
観
察
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
始
め
た
か
ら
だ
っ
た
。

今
庄
の
宿
の
記
録
を
見
る
と
、
こ
の
峠
を
越
え
た

人
々
は
、
平
安
時
代
の
歌
人
か
ら
戦
国
時
代
の
武
将

ま
で
、
じ
っ
に
多
彩
で
あ
る
。
紀
貫
之
（
九
○
六
年
）

を
筆
頭
に
、
紫
式
部
が
父
と
い
っ
し
ょ
に
越
え
て
い

る
。
源
平
時
代
は
木
曽
義
仲
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
永

平
寺
を
開
山
し
た
道
元
禅
師
が
、
足
利
時
代
に
は
新

田
義
貞
が
、
そ
し
て
豊
臣
秀
吉
が
こ
の
峠
の
上
に
〃
記

念
品
″
を
残
し
て
い
る
。

いうな地蔵（画・筆者）

そ
の
記
念
品
と
は
、
峠
の
上
に
あ
っ
た
一
軒
宿
に
を
不
思
議
に
思
っ
た
」
と
、
い
う
の
で
あ
る
。

今
も
残
る
茶
釜
で
あ
る
。
茶
道
を
た
し
な
ん
だ
秀
吉
全
国
あ
ち
こ
ち
の
路
傍
に
あ
る
雨
ざ
ら
し
の
地
蔵

い
お
り

ら
し
い
贈
り
物
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
早
く
見
た
い
、
さ
ん
と
は
違
い
、
り
っ
ぱ
な
か
や
ぶ
き
の
庵
の
中
に

と
私
は
息
を
整
え
な
が
ら
登
っ
て
行
っ
た
。
入
っ
て
い
る
。
軒
下
に
は
小
さ
な
釣
鐘
が
あ
り
、
無

し
か
し
、
峠
の
手
前
で
発
見
し
た
路
傍
の
小
さ
な
人
の
館
と
は
思
え
な
い
。

地
蔵
堂
の
前
で
、
私
は
腰
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
。
峠
の
上
に
着
い
た
と
き
知
っ
た
が
、
そ
こ
に
建
つ

こ
れ
が
、
「
い
う
な
地
蔵
」
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
存
在
一
軒
家
の
主
、
前
川
翁
が
こ
の
地
蔵
堂
の
か
ぎ
を
保

は
今
庄
の
町
役
場
で
聞
い
た
が
、
書
く
に
値
す
る
エ
管
し
て
い
た
。
こ
こ
も
一
見
無
人
の
館
の
よ
う
だ
っ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
た
が
、
前
川
翁
は
暗
い
室
内
に
請
じ
入
れ
て
く
れ
て
、

峠
越
え
を
稼
業
と
す
る
ひ
と
り
の
馬
子
が
、
た
ま
豊
臣
秀
吉
か
ら
い
た
だ
い
た
と
い
う
茶
釜
を
見
せ
て

た
ま
乗
せ
た
旅
人
の
所
持
金
に
目
が
く
ら
ん
で
、
そ
く
れ
た
。
古
び
す
ぎ
て
い
て
、
私
に
は
そ
の
価
値
は

れ
を
盗
ん
で
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
の
唯
一
の
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
四
○
○
年
以
上
、
盗
ま
れ
も

目
撃
者
が
こ
の
石
の
地
蔵
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
「
だ
れ
せ
ず
に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
私
は
感
動
し
た
。
「
い
う

に
も
い
う
な
」
と
頼
ん
で
立
ち
去
っ
た
が
、
そ
の
男
、
な
地
蔵
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
人
の
心
の
善
悪
に

権
六
が
昔
を
悔
い
て
、
巡
礼
姿
に
な
っ
て
再
び
こ
の
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
地
蔵
さ
ん
が
見
て
い

峠
を
越
え
た
あ
る
日
、
偶
然
、
道
連
れ
に
な
っ
た
ひ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
峠
は
善
意
の
人
し
か
越
え
ら
れ
な

と
り
の
若
者
と
親
し
く
な
り
、
こ
の
地
蔵
堂
の
前
で
い
だ
ろ
う
。

昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
ふ
た
り
で
休
ん
だ
。
「
私
は
道
元
禅
師
の
お
墓
を
守
っ
て
い
る
ん
で
す
」

「
じ
っ
は
若
い
こ
ろ
の
私
は
、
金
に
目
が
く
ら
ん
で
と
前
川
翁
は
言
っ
た
。
日
本
海
ま
で
直
線
で
わ
ず

罪
も
な
い
旅
人
を
殺
し
て
し
も
う
て
ね
」

か
五
キ
ロ
、
冬
は
六
メ
ー
ト
ル
の
雪
が
積
も
る
と
い

と
言
う
と
、
若
い
旅
人
は
、
こ
れ
は
父
親
の
敵
だ
う
。
し
か
も
、
電
燈
は
引
け
て
も
あ
え
て
引
か
ず
、

と
知
り
、
麓
の
宿
場
に
訴
え
た
。
老
い
た
巡
礼
は
潔
ひ
と
り
暮
ら
し
に
徹
し
て
い
た
。

く
討
た
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
道
元
は
病
気
に
な
っ
て
永
平
寺
か
ら
京
都
へ
行
く

「
い
う
な
地
蔵
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
の
は
、
い
つ
と
き
、
こ
の
峠
を
越
え
た
の
だ
。
そ
の
道
元
の
墓
の

の
こ
ろ
か
ら
か
。
か
っ
て
の
人
殺
し
の
巡
礼
が
父
の
背
後
に
は
、
春
遅
い
草
木
が
芽
を
出
し
て
い
た
。
こ

敵
で
は
な
い
か
、
と
気
づ
い
た
理
由
と
し
て
、
「
あ
ま
れ
が
「
木
の
芽
」
か
、
と
私
は
し
ば
ら
く
、
こ
の
峠

り
に
も
敬
謙
に
地
蔵
さ
ん
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
の
の
今
昔
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
。
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る
最
奥
の
集
落
の
名
は
「
二
シ
屋
」
。
こ
れ
か
ら
峠
ま

森
へ
の
旅
で
の
間
に
残
る
地
名
は
『
馬
捨
て
場
」
「
首
切
り
谷
」

だ
と
聞
か
さ
れ
、
思
わ
ず
左
右
の
樹
林
を
眺
め
た
。

木
の
芽
峠
の
標
高
は
六
二
三
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
峠

茄
木
の
芽
峠
の
今
昔

は
千
年
に
わ
た
っ
て
、
高
貴
な
人
か
ら
盗
賊
ま
で
、

岡
田
喜
秋
唖
詫
”
率
棚
罪
皿
獅
灘
鑑
帥
嘩
趣
蠅
帆
蓉
註
幅

北
陸
路
の
一
隅
に
あ
る
木
の
芽
峠
と
栃
の
木
峠
。
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
で
見
た
敦
賀
と
は
違
う
空
模
様
だ
。
適
し
た
季
節
は
限
ら
れ
て
い
た
。
「
木
の
芽
」
と
い
う

こ
の
二
つ
の
峠
の
名
に
ひ
か
れ
て
、
越
え
て
み
た
。
こ
の
峠
の
南
北
で
、
昔
か
ら
気
象
も
住
民
の
気
持
も
名
が
つ
い
た
の
も
、
そ
ん
な
風
土
に
あ
る
峠
ゆ
え
か
。

全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
峠
の
中
で
も
、
こ
の
二
つ
は
違
う
の
だ
。
「
嶺
南
・
嶺
北
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
福
こ
の
峠
路
に
潜
む
「
木
の
芽
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
、

ま
こ
と
に
〃
植
物
的
″
で
あ
る
。
い
や
、
旅
情
が
あ
井
県
も
、
二
分
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
と
私
は
左
右
を
見
回
し
た
。
春
だ
と
い
う
の
に
、
ウ

る
。
「
嶺
北
』
の
ほ
う
か
ら
私
は
木
の
芽
峠
を
目
指
し
イ
ー
ク
デ
ー
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
だ
れ
も
歩
い
て
い

最
近
は
、
木
の
芽
が
も
て
は
や
さ
れ
、
春
に
な
る
た
。
約
十
キ
ロ
、
こ
の
峠
は
今
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
な
い
。
人
目
を
気
に
せ
ず
、
樹
木
の
観
察
が
で
き
る
。

と
、
都
会
の
人
々
も
好
ん
で
求
め
る
が
、
木
の
芽
の
草
深
さ
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
ひ
か
れ
て
来
た
。
今
庄
「
木
の
芽
」
と
い
え
ば
、
一
般
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
の

実
物
を
見
る
こ
と
は
逆
に
少
な
く
な
っ
た
感
が
あ
る
。
は
北
陸
街
道
の
宿
場
、
町
並
み
を
抜
け
た
所
で
見
た
若
芽
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
家
に
も
植
え
て
あ
る
こ

タ
ラ
の
芽
ま
で
栽
培
で
き
る
今
日
だ
が
、
野
生
の
石
の
道
し
る
べ
は
、
鉄
道
の
な
い
時
代
の
苦
労
の
多
の
植
物
は
四
月
に
入
る
と
若
葉
が
芳
香
を
放
ち
始

も
の
を
や
た
ら
に
と
る
と
、
根
絶
し
て
し
ま
う
。
自
い
山
越
え
を
し
の
ば
せ
た
。
「
夏
草
や
あ
り
が
た
き
世
め
る
。
し
か
し
、
幹
に
は
ト
ゲ
が
あ
る
の
で
近
づ
き

然
保
護
が
叫
ば
れ
て
い
な
が
ら
、
木
の
芽
を
摘
み
に
乃
志
る
べ
石
」
と
刻
ま
れ
た
文
字
が
旅
情
を
感
じ
さ
が
た
い
。
若
芽
に
ト
ゲ
が
あ
る
、
と
い
え
ば
タ
ラ
の

行
く
人
の
無
知
と
ど
ん
欲
さ
が
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
せ
た
。
芽
も
そ
う
だ
。

て
い
る
。
天
然
記
念
物
の
栃
の
木
が
あ
る
の
で
名
づ
け
ら
れ
ト
ゲ
の
あ
る
樹
の
木
の
芽
が
美
味
な
の
か
、
と
思

そ
ん
な
思
い
が
私
の
脳
裏
に
浮
ん
だ
の
は
、
北
陸
た
栃
の
木
峠
の
ほ
う
は
、
戦
国
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
っ
て
い
た
私
が
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
先
年
、

ト
ン
ネ
ル
を
走
っ
て
い
る
列
車
の
暗
黒
時
間
が
長
す
た
道
で
、
木
の
芽
峠
の
ほ
う
は
平
安
時
代
か
ら
歩
か
越
後
は
六
日
町
に
あ
る
「
木
の
芽
荘
」
と
い
う
ホ
テ

ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
じ
っ
は
、
私
が
こ
れ
か
ら
越
え
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
に
は
山
中
ル
に
泊
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

よ
う
と
し
て
い
る
木
の
芽
峠
と
栃
の
木
峠
は
、
こ
の
峠
を
越
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
自
然
の
障
壁
に
は
三
「
木
の
芽
と
い
え
ば
ア
ヶ
ビ
の
新
芽
の
こ
と
で
す
」

ト
ン
ネ
ル
の
真
上
な
の
で
あ
る
。
っ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
の
で
、
越
後
か
ら
東
北
に
か
け
て
は
、
評

下
車
し
た
の
は
北
陸
本
線
の
今
庄
と
い
う
駅
。
今
南
今
庄
の
集
落
を
出
外
れ
る
と
『
一
里
塚
が
今
も
価
す
る
木
の
芽
が
違
う
の
だ
と
知
っ
た
。

通
っ
て
き
た
ト
ン
ネ
ル
の
方
角
を
見
上
げ
る
と
、
卜
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
峠
が
始
ま
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
今
、
私
の
歩
く
「
木
の
芽
峠
」
は
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
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がよい

そう思う41．2％,そうは思わ

ない35．2％

○日常生活が多少不便でも持家が

よい

そう思う40．3％,そうは思わ

ない38．5％

o住宅についての計画の有無

建替え7.1％，増改築5.9％

・計画の理由

古くなった44.4％,子どもの

成長30.3％

以上をまとめると，現在居住し

ている住宅環鏡は，多少不満があ

るにせよ，まあがまんの範囲だが，

敷地の広さや部屋の数はもう少し

農林謁臺

世論調査を見ての憂さ晴らし

総理府が「大都市圏の住宅・宅

地に関する世論調査」結果を4月

上旬に公表した。調査対象は首都

圏および京阪神圏の約3,000人で，

回収率67.6％，20歳以上の男女

となっている。

調査結果を見ると，意外な感じ

がする面も多くおもしろいので，

主な項目をご紹介することにする。

○住宅周辺地域の環境に対する満

足度

満足21.8％，まあ満足47.9％

・不満の場合

騒音･大気汚染42.1％，駐車

スペース31.4%

o敷地や建物に対する満足度〃

満足20.3%,まあ満足39.4%

・敷地に対する不満の場合

庭がない37．7％,周わりのス

ペースが少ない34.0%

・建物に対する不満の場合

部屋数が少ない51.1%,建物

の老朽化33.5％

o望ましい住宅の形態

1戸建て83．4％,中高層住宅

6．1％

･1戸建てがよい理由

庭が魅力51.7%,好きな間取

り365％,建替えや増改築が

容易34.6％

o望ましい敷地面積（1戸建て）

150～200nf32.4%,100~

150㎡19.2%

o望ましい住宅の廷べ面積（1戸

建て）

80～100m224.0%,1()0～120

nf19.4%

○長期高額の住宅ローンでも持家

ほしい、といったところだろうか。

そこで，望めるならば，敷地は

50坪,そして30坪の1戸建て。こ

れを手に入れるには，長期でかな

り高額のローンにも耐え忍ぶこと

もいとわず，といった姿が浮かび

上がるが，なんともつつましく涙

ぐましいかぎりではあるが…。

それにしても，1戸建て願望が

83％もあることは，かなり注目さ

寺

丸太の輸入量嬢灘議議窓劇蒸鯵識難I

わ力苗国の木材輸入は，木材需要

の拡大に伴い増加傾向で推移して

おり，その供給割合は製品類への

シフトが著しく，丸太形態での輸

入は停滞している。

今後，丸太の輸入量は産地国に

おける環境保護の高まり，輸出規

制の強化等からさらに減少するも

のと見込まれるが，わが国の丸太

輸入は世界の丸太貿易量の約4割

を占めており，世界第1位の輸入

国となっている。

平成2年の丸太の輸入量を見る

と,前年に比べ7％減の28,999千

㎡となった。これを地域別に見る

と，米材はアメリカが95％の

10.335千㎡，カナダは原則として

35，000

30，000

25，000

20，000

15,000

10,000

5，000

0

千m】 》
’
一

31，298

1．719
鋼
一
一
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百面I1ぐ
28.40428.90028.929

＝．R壽．Rﾃデ
|、051

その他
1．286713896

|･’24

'3．516 12．420

11．82112．14313．245 南洋材ぐ'1．199
13．102

6，125 5．248
5．800 ソ連材ぐ4.8656．306

5．5655．786
一 ﾛﾛ－

11．601 '1．912
米材ぐ10．690 10．851

9.7679．1938．393

616263平成元年2

丸太の輸入鐙

‐昭和59年60

資料：大蔵省「貿易統計ロ
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q■ロ■
ロ■一一一一一の合一■、れる数値だ。土地事情さえ許せ

ば，大都市圏であっても，戸建

て住宅の需要は限りなくあるこ

とを示唆している，ともいえ

る。

わが木材業界としても，こう

した潜在需要があるということ

は，悪い材料であるはずもない

のだが，さてこれをどう顕在化

するかという段になって，ハタ

と行き詰まるのである。最大の

ネックは土地，そう，地ベタは

木材屋ひとりがどうあがいても，

いかんとも手も足も出ない。じ

ゃどうするかって？この国は金

に飽かして木材はもちろん，必

要な物はなんでも外国から買っ

ている。だから，土地も大船に

乗せて東京湾に輸入することが，

いちばん手っとり早い。そうす

れば外材を使い,輸入土地で30

坪のマイホームが建つ。庶民は

そんなことを考えて，墾さを晴

らすしかないのである。
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最大のヤマノウチスギ(写真提供/新庄営林署）
(推定樹令400年，胸高直径：右210cm,
左170cm,樹高26m)

山形県最上郡戸沢村古口に，

写真に示したような，奇樹とも

いうべき異形の珍しいスギの巨

樹が多数散状的に成立している

森林がある。最上川沿いにある

土湯山国有林(約80ha)の中の

200林班がそれで,1383haの

森林の中に240本も立っている。

樹齢300～400年（平均350年）

のアカマツに似た樹皮の樹幹下

からは，曲がりくねった太い枝

が何本も出ている異様な機形の

巨樹が，あちこちに立っている

のである。

このあたりの地名の｢山の内」

を冠して｢ヤマノウチスギ｣，あ

るいはより狭い地名の土湯をと

って「ツチユスギ」とも呼ばれ

ている。昔は一帯に群生してい

たというが，戦争中に「供木」

(昭和19年から20年にかけて，

軍の命令で大樹，良木が軍需材

として強制的に伐採供出された

木）として大量に伐られ，また

地元の人が風呂桶用にとか'鵜

飼い船の造船用にとかで無断で

伐採したりして急速に減少した

という。しかし昭和48年には

｢山の内醗討林｣の名前で母樹に

指定され，現在では学術参考林

として保護されている。

ところで「ヤマノウチスギ」

の独特な異形が品種的遺伝なの

か，環境のゆえなのか，なんら

かの人為的な被害によるのかは

はっきりしていないという｡r植

物界のミステリー」という人も

いる。特別の遺伝子を持ってい

ると考えてヤマノウチスギから

種子を取り養成しても，この独

特の異形のスギは生まれてこな

いし，ヤマノウチスギの伐採跡

という同一の環境条件（土質，

積雪，寒風湿気）の土地に植

栽しても同じ形状のスギは生ま

れない。では，かつて根元の太

い部分を風呂桶用に切り取った

(江戸時代や明治初期のころの

盗伐，盗採）ためかと仮定して

も，小さいスギにも異形の木が

何木もある。といったわけで，

なんとも説明がつかないらしい。

佐藤弥太郎監修の『スギの研究』

(昭和25年）「林業品種目録｣の

中に登録されているが,「このミ

ステリー？を解読してほしい」

とは，地元の強い要望であった。

だれか挑戦してみませんか！

（筒井迪夫）
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丸太輸出を禁止しているため,515

千nfとなっている。

ソ連からの丸太輸入は，年々減

少しており4,865千㎡となってい

る。この原因は，シベリアの労働

者不足，伐採地の奥地化，中国向

け輸出の増加などのほか，ペレス

トロイカの影響による輸出体制の

不備等があるといわれている。

南洋材は，マレーシアからの輸

入が主体と載っているが，近年加

工度の高い木材製品を輸出しよう

とする動きが高まり，製材工場等

の建設がされていることから，丸

太輸入は減少するものと見込まれ

る。

また，その他のうちニュージー

ランド材が増加しており，平成2

年には，前年に比べ76％増の

1.343千㎡が輸入されている。
匙“ロ”“師師ロQ””叩“皿叩加鵬Q”ロ雌調蝿量翠韮輩昼薑睾韮皿鯉墾狸”B“叩叩0度
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ここ2，3年来，欧米から新し

い高性能林業機械が続々と輸入さ

れている。瞬時のうちに立木を丸

太に変えてしまう機械や，自由自

在に林内を走り回って丸太を拾い

集める機械などがそれで，雑誌や

新聞にときどき記事力蹴るし，林

業機械展示会などで，実物をご覧

になった方も多いであろう。

機械の種類はなかなかに多く，

ツリーブェラ，フェラバンチャ，

プロセッサ，ハーベスタ，スキッ

ダ，フォワーダなどなど，すべて

あちらの名前が付いているので，

慣れないと混乱しそうである。

この本はその第2部で，これら

の代表的な高性能機械をていねい

に解説している。初心者でも，何

の作業をする機械なのか，その特

徴はどこにあるのか，などが一見

してわかるし，専門家にとっても

類以の機械間の相違や性能の差な

どを比較対照するのに便利である。

．珍しい本を寄贈いただいた。作

ったのは役所でテーマは林道，し

かも一般の人々の鑑賞を意識した

写真集である。制作の意図は，森

林経営のみならず，山村住民の生

活道路，都市住民のレクリエーシ

ョン利用にも供されている林道の

意義を広く知ってもらい，ひいて

は森林・林業への理解を深めても

らおうということであろう。

熊本営林局管内の国有林は約

54万haあり，そこに約1,500路

線,4,7001(111の林道が開設されて

いる。その中から優れた自然，景

観，文化財，歴史などとかかわり

のある林道100路線を選び，一般

に広くPRするため｢林道100選写

真コンクール」を催したという。

本書に掲載されている,120余の

写真の多くはその応募作である。

いわば高性能機械の小図鑑である。

重量，寸法，馬力，性能など機

械の主要諸元が記載されているの

はいうまでもないが，何よりも図

や写真が大きく鮮明で，機械の構

造や作動の仕組み，特徴などがよ

くわかるのがうれしい。

さて紹介の順序が逆になったが，

この本の主眼はもちろん初めの第

1部のほうにある。

第1部で著者はまず，戦後の日

本の林業と林業機械化の跡をたど

り，林業生産における種々の問題

点を検討している。その結果，現

在の林業の低迷は，作業の近代化

に乗り遅れたための生産コスト高

に最大の原因があるとし，その解

決には高性能機械の導入による労

働生産性の飛躍的向上以外にはな

いと結論している。

次に欧米でこれらの高性能機械

群を使用することによって，従来

の数倍にも及ぶ高い生産性を達成

出版の趣旨や写真コンクールの

目的から考えると当然のことでは

あろうが，掲戦写真は林道そのも

のを被写体としたものよりも，林

道からの優れた眺望や周辺の景観，

史跡，名勝などの，紹介的なもの

が多くなっている。各写真に付け

られた説明も沿線のガイド風にま

とめてあり，これでもか，これで

もかとばかりに森林・林業一色，

林道の効用の押売りをするよりは，

ずっと気楽に読み，眺められるし，

こんないい所があるなら行ってみ

ようかという気にもさせられるだ

ろう。r百聞は一見にしかずJとい

うではないか,すべては,とにかく

人を山に引き入れることから始ま

ると，編集者のそんな腹の据え方

が見えてくるような好企画である。

しかしながら，せっかく林道を



したことが紹介されている。確か

にこれらの機械群は,従来の｢改良

的｣機械とは全く異なる,画期的な

性能を備えており，著者もそこに

日本林業の救い手としての大きな

期待をかけておられるようである。

地形，林況，経営規模等いずれ

をとっても，わが国の山の条件は

厳しく，大型の機械化を疑問とす

る声も多い。しかし，適切な機械

の選択，作業法のくふう，また路

網などの経営基盤の整備によって，

これらの高性能機械を活用した新

しい林業生産システムの導入が可

能であることは，この本を読まれ

れば，納得されるはずである。

なお，もっとも気になる高'鰄畠

機械の生産コストについても，試

算ができるように式とデータとが

用意されている。一度ご自分の山

の条件を入れて，コスト計算を試

みられてはいかがであろうか。

（森岡昇・名古屋大学農学部）

取り上げたからには，林道ならで

はの難工事の現場や独特の工作物，

環境に配慮した設計・工法などの

写真が，簡単な説明入りでもう少

しあってもよかったのではないか。

コンクール応募作に限らず掲戦し

たのであれば，不可能ではなかっ

たと思う。前言と少々矛盾するき

らいはあるが．”…。

また，対象を一般の人に置いた

のであれば，当該林道の起点・終

点および公道とのつながりがわか

るような略図を付けてほしかった。

ともあれ写真を見ているだけで

も楽しい，アウトドアー指向の高

まりつつある世相をにらんで時宜

を得た出版といえよう。ほかの局

あるいは都道府県からも，いろい

ろ制約はあろうが，このような企

画が続くことを期待したい。(Y)
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｢森と人間の歴史』を読んで

最近，『森と人間の歴史』（ジ

ャック・ウェストビー箸，熊崎

実訳,築地書館)という本を読ん

だ｡著者はイギリス人で,FAO

の林業局に勤務した人である。

この本で著者は，太古から現

在に至る森林の状況，人間と森

林のかかわり合いを，幅広い視

野でとらえ，現在の，世界的な

森林問題のありさまを分析して

いる。また，その分析に立って，

これからの森林と人間との関係

のあり方を提唱している。

まず，樹木，森林の存在，利

用，経営について，明快な説明

と知識の整理が行われる。これ

がそのまま現在の林学が扱うべ

き，重要な課題の整理になって

いる。

次に，文明と森林のかかわり

合いを，過去にさかのぼって具

体的に示し，森林資源の収奪が，

いかに激しく行われてきたか，

そして，それがどのように現在

も続いているかを紹介する。

森林にかかわる人間はだれも，

人間活動と森林の密接な関係は

認識しているはずである。だが，

森林と絶えず接触しているだけ

に,自らの時代が,過去以上に森

林の破壊を進めていることにつ

いて，どの程度認識しているか

は疑問である。そうした問題に

あらためて目を向けさせられる。

さらに，世界の森林事情をそ

の歴史とともに紹介し，問題点

を指摘する。また，特に，熱帯

林，食鰯牛産との関連，先進国

の森林問題について的を絞って

紹介する。そして，現在の森林

に関する諸問題が，実は，過去

に人類が森林に対して行ってき

たのと同根であり，さらに激し

さを増しているにすぎないこと

を知らしめる。

著者は，この本の全体を通じ

て，民衆の生活を基底に据え，

森林のあり方について議論して

いる。最終章では，そのことを

積極的に進めるための，社会林

業アグロフォレストリーの重

要性について語り，適切な森林

政策の展開の必要性と，フォレ

スターの役割を説く。

この本を読み終わっての，第

一の収稚は，我々は，過去の森

林と人間との関係から何を学ん

できたかということを考えさせ

られたことである｡つまり,我々

は今後も，同じ誤りを繰り返し

ていくだけだろうか，そうだと

したら，森林にかかわる者とし

て，もっとも寂しいことではな

いかという認識である。

この本にある事がらは，ほと

んどが知識として断片的ながら

持ち合わせていたものであった。

しかし，しっかりとした歴史的

な立場に立って整理され，問題

を抽出されることで，森林にか

かわる者として，行動すべき方

向を考える樋となったといえる。

物事を知っているということは，

この著者のようなことをいうの

だと認識させられた。

（随眠樹）

(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.5901991.5
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スギ花粉の生産抑制は可能か？

森林総研多摩森林科学園横山敏孝

山林No.1281

1991年2月p.30～35

スギ花粉症患者急増の原因が，

スギ花粉の増加だけによるのでは

ないことを示唆する医学分野の研

究がある。とはいっても，スギ花

粉が花粉症にかかるうえでの基本

的な要因であり，さらに，いった

ん花粉症になると，花粉だけで症

状が起きることも事実である。

したがって，スギ花粉が原因で

多くの人々が毎春苦しんでいるこ

とを考えると，花粉の発生源側と

しても，反発や無関心だけですご

していいことではない。スギ人工

林が花粉の発生にどのようにかか

わっているかを知り，林業技術を

応用した花粉生産の抑制について

検討する必要があろう。

林業分野では，花粉について従

来ほとんど関心が払われず，まし

て花粉生産を抑制する技術が確立

しているわけではない。スギ林で

の花粉生産についての情報もまだ

少ない。本稿では，スギ人工林で

の花粉生産を抑制する可能性につ

いて検討するための，叩き台とし

ての筆者の考えが述べられている。

地球温暖化に対処する研究の

方向

国立環境研究所地球環境研究センター

西岡秀三

水文・水資源学会誌4－1

1991年3月p､3～10

気候変動に関する研究というと，

林業技術No.5901991.5

気象学の分野の研究を考えがちで

あるが，現在問題となっている地

球温暖化の問題は，単に気象現象

を解明すればよいのではなく，い

かなる影響があるのか，いかなる

対策を講じなくてはならないのか

を含め，土木・エネルギー・農林

等々あらゆる分野に問題を投げか

けている。特に水文・水資源関連

については，これまで当然の前提

とされていた気象条件が変化する

わけであるから，観測，解析，計

画管理の全分野にわたっての研究

が，これに関連して新たに生じて

くる。

本稿では，まずここ2年間の温

暖化問題の経過と今後の進行予定

について述べられ，これに対する

研究体制の現状を見ている。次に，

温暖化に代表される地球環境問題

が研究に投げかける挑戦について

記し，最後に当該学会に関連する

温暖化による水文・水資源への影

響に関して,1990年8月に報告さ

れたIPCC報告書の結果等を紹介

している。

森林･林地の遠隔探査技術一

現状と応用

森林総研林業経営部沢田治雄

森林航測163

1991年2月p.4～8

衛星データと空中写真は，どち

らも遠隔探査システムに含まれる

が，両者の特徴はきわめて異なっ

ている。衛星データは地理情報シ

ステムに対し，デジタル処理によ

って情報を提供できる点で，きわ

めて有効であるといわれている。

しかしながら，実際の森林管理

のためには，衛星データでは必要

な情報を得にくいのが現状である。

一般に現場では，最適な時期に

得られた立体測定可能な面像が要

望されており，しかも1m以上の

分解能が必要とされている。

また，熟練した写真判読者は航

空写真上に現われる色，色調，き

め，大きさ，形，パターン，陰影，

位置などから，梢度のよい識別が

可能である。デジタル処理では色

およびきめが識別に利用されるに

すぎず，同一基準で判別されると

いわれているが，その糖度がすべ

ての画像で安定しているわけでは

ない。

さらに，衛星データの分解能は，

1972年当時と比べると空間的に

もスペクトル的にも向上し，解析

装置やソフトウエアも格段の進歩

を遂げているが，衛星データの実

用化のために要望される情報の内

容も，同様に高くなっている。

ここでは，遠隔探査技術の中で

も日進月歩している衛星リモート

センシング技術を中心に，その現

状と応用を紹介している。

林業労働力の現状と再生産の

課題

宇都宮大学鷲尾良司

林業経済研究No.119

1991年3月p2～13

外材主体下の国内森林・林業の

複雑な「危機的」状況を，国民的

に解決・改善するためには，森林



資源の複合的生産力の拡充，森林

機能発揮の総合性と地域性・団地

性の重視等を基盤として，国産材

を「安定」的･「保続」的に，しか

も「適正」な費用，材価で供給で

きる経営を，労働力の再生産条件

の改善や，森林・林業（川上）と

林産業（川下）との提携，都市住

民の協力のもとに確立する，いわ

ゆる総合的（・内発的)r地域｣林

業の形成が重要となっている。

しかし，以_この総合的（・内発

的）弛域｣林業の形成は容易では

なく，外材輸入そのものを緩和す

ることが必要となる。国産材の供

給率を高め，木材需要を拡大しつ

つ，総合的（・内発的）「地域｣林

業の形成を図ることがたいせつで

ある。

そういう中で，林業労働力の再

生産条件を改善することを基本に，

林業後継者を育成し，また林業労

働者の定住化を図ることは，緊急

にして第一義的に重要な課題とな

っている。

ここでは，林業労働力の現状を，

林家の林業労働力と民有林労働者

を中心に，国有林労働者の再生産

条件にも触れながら明らかにし，

再生産の課題について述べている。

針葉樹構造用製材のJAS規

格について

農水省食品流通局消費経済課

三村龍圓

森林組合No.249

1991年3月p.9～11

ここ数年，年間新設住宅着工戸

数は160万戸を超え，住宅産業は，

史上空前のいざなぎ景気に迫る勢

いの高原景気の推進役として中心

的な役割を担っており，関連産業

としての製材業界も同様に好況の

中にある。

しかしながら，新設住宅着工戸

数全体に占める木造住宅の割合は，

昭和55年に5割を割って以来,平

成元年には43％と年々減少傾向

にあり，有識者の中には，現状の

まま推移すれば,その割合が30％

程度にまで落ち込むと予測する者

もいる。

このような住宅産業の課題への

対応と，生産・加工・流通の合理

化等木材産業の体質改善を促進す

る観点から，昭和53年度以来,林

野庁等で検討され，今春告示され

た「針葉樹構造用製材のJAS規

格」について，これが制定されな

ければならなかった背景と，その

ねらいについて紹介している。

フィンランドにおける素材生

産技術（抄訳）

住友林業㈱山林部寺澤健治

林経協月報No.354

1991年3月p.36～47

昨年,寺澤氏らは,Nordic型林

業機械システム（ハーベスタとフ

ォーワーダ）を北海道紋別市にお

いて導入した。

幸い，スカンジナビア3国から

それぞれ技術者が訪れ,Nordic方

式の本格的な伐出システムの指導

を受けることができた。

本稿は，その指導者のひとり，

フィンランドの技術者から提供を

受けたG@ACTAFORESTALIA

FENNICA-LogginginFinland"

(著者;PENTTIHAKKILA)の

抄訳である。

同氏は，本訳にある林業学校の

全3コースをマスターした林業技

師であり，機械エンジニアであり，

熟練オペレーターである。

本文献では,Nordic地方が短幹

集材方式をベースに機械開発を進

め，労働安全や環境保全とともに

41

生産性の向上を達成していった軌

跡，そしてそれを支えてきた行政

や研究機関の動きが，コンパクl、

にまとめられている。

木質文化財の保存処理一

アメリカにおける基礎研究

鳥取大学農学部作野友康

木材工業46－4

1991年4月P.154～159

長年月を経た木質文化財を文化

遺産として長く保存するためには，

その原形をできるだけ保って，し

かも，劣化が週了しないようにし

なければならない。そのためには，

何らかの適切な処理を施す必要が

あり，それには種々の方法がある。

すなわち，劣化損傷部分の固着

剤の含浸強化，破損部分や欠損部

分の接合剤による接着接合，ある

いは他の材料を添えた補強処置な

どが挙げられる。この中で含浸強

化用の固着剤あるいは結合剤とし

ては，現在主として合成樹脂が用

いられているという。

アメリカ合衆国は国家の歴史が

浅いために，文化遺産は古い国家

に比べて少なく，特に文化遺産の

保存に対する関心が強い。著者は

文部省在外研究員としてカリフォ

ルニア大学滞在中に，これに関す

る研究を行った。

ここでは，この研究グループに

よってこれまでなされた研究を紹

介している。

I~~~-一~－~一~~一~－一~－~－’訂正とお詫び

I先月号の本欄に，次のような｜
｜誤りがありました。ここに訂正｜

｜しお詫び申し上げます。
34ページ左の段3行目

手山六郎→牛山六郎
L‐－－．－＝凸一＝口｡－‐‐－－－－－－－‐‐‐‐、凸＝凸一一一一一一一一一一＝＝‘.‐‐一
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会 員の広場 鞠●

お左な'三なる前に教えたい屋汝

最近の笑えない話の1つとして，

下刈りや間伐を自然破壊の行為と

思い込んでいる人が意外に多いこ

とを聞く。おとながそのようなこ

とを子どもに伝えるならば，健全

な森林の育成を図るための施業が，

世論に押されてできなくなる日が

来ることも考えられる。

以前の「ワリバシ論争」の件を

参考にすると，材の有効利用か，

森林資源のむだ使いかで，ワリバ

シを使わない運動まで起きたよう

に，下刈りや間伐の重要性を知ら

ない人たちによる運動に発展する

可能性は，ないわけではない。下

刈りや間伐が「森林資源をむだに

している」とか「自然破壊をして

いる」などといわれては，私たち

林業関係者の今までの啓蒙普及が，

何の役にも立たなかったというこ

とになる。

私自身，2年ほど林業科のない

農業高校で教師をしていたが，生

徒は，驚くほど林業に関しての知

識を持ち合わせていなかった。も

ちろん，下刈りや間伐を知ってい

るはずがない。森林や林業につい

林業技術No.5901991.5

小原孝文

て話を持ちかけても，興味を示す

生徒はほとんどいなかった。

しかし，幸運にも学校側の要請

により，農場の防風林を育成する

ために植林実習を行う機会に恵ま

れた。風食や吹雪などから農場お

よび反対側の国道を守るために必

要であり，生徒の植林実習として

時間を設けることができた。それ

に付随して1～2時間，森林や林

業について授業をすることもでき

た。

生徒の中には，初めのうち農作

物の栽培実習と異なり，食べるこ

とのできない実習をつまらないも

のと考えている者もいたが，実習

を始めてみると，自分の植えた木

が長く学校に残ることを知り，そ

れぞれがていねいに植えていた。

下刈りのときも自分の植えた木に

目印をつけたり，列の順序を覚え

ていて，見つけるときれいに下草

を刈っていた。

そのことを反映するかのように，

1年間の反省文に，この実習のこ

とを書いた生徒が多くいた。植林

実習について否定的な者はなく，

rおとなになってから生長した木

を見るのが楽しみだ」と書いた生

徒が多かった｡中には,「今まで植

林実習をしたことがなかったので，

おもしろかった」という内容のも

のまであった。

生徒の中には，私たちがあたり

まえのこととしてとらえているも

のを意外に知らなかったり，体験

したことがなかったりする者が多

いようである。下刈りや間伐につ

いて，なぜ行うのかという疑問を

持っていても，答えてくれる人が

その時その場にいないことがある

ため，わからずじまいになってい

る。おとなになって自分かってに

解釈し，子どもに伝えてしまうと，

先に述べた「自然破壊」に結びつ

くこともあるのではないだろうか。

私は，植林実習を機会に，地栫

えから伐倒までの内容と，行う理

由を生徒に説明した。いずれ彼ら

がおとなになったとぎ，林業科の

卒業生ではないが，施業の必要性

を子どもたちに説いてくれるもの

と確信している。

現在，森林や林業について学ぶ

高校は，林業科やその他一部の学

科に限られている。つまり，林業

に関しては無知無縁の学生や生徒

が多くなってきている。もし，私

たちが真剣に森林や林業の重要性，

施業が必要なことを，世間の人に

理解してもらいたいと思うならば，

まず学生や生徒を主体にこのこと

について教えたほうが有効である

と思う。ひとりの教師から，一度

に40人もの生徒が話を聞ける学

校というものは，時間の長短を問

わず有効な普及手段である。

また，中学や高校の生徒は感受

性が強く，この時期に受けた教育

は，印象に残ればいつまでも忘れ



ないものである。たとえわずかな

時間でも，彼らが森林や林業につ

いて習ったり実習したりすれ賎

やがておとなになって，子どもに

話して聞かせる機会もできよう。

この適期を逃さず，学園祭や体育

祭，朝礼の校長の誹話のときなど，

彼らの思い出に残る機会をとらえ

て，ぜひとも，森林や林業の重要

性について啓蒙普及していただき

たい。

高等学校の林業科が次々に閉科

になっている今日，林業について

の，知識ある教師が少なくなりつ

つあるのも事実である。そこで，

林業関係者は今以上に教育現場に

積極的に働きかけをして，教師と

の交流を持ち，教師が生徒に対し

て，森林や林業について機会を設

けて教えてほしいと思っている。

投稿募集要領
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会員の広場

今，世論に対して林業が正しい

か間違っているかを論じるよりも，

むしろ，これから社会人となる学

生や生徒，いわゆる青少年世代を

対象に，森林や林業を理解しても

らうほうが有効であると私は考え

ている。林業自体が息の長いもの

である以上，私たちも長い目で啓

蒙普及を図っていく必要があろう。

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いてください〔400字詰原稿用

紙12枚以内（図・表・写真を含む)〕

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策・技術振興等）に関する意見・要望，本会運営に関す

ること，会誌についての意見等(400字詰原稿用紙8枚以内〕

■身近な問題・話題についての意見・感想等〔4:00字詰原稿用紙8枚以内〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください。口原稿は誌面の都

合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲戦の時期はできるだけ早く本人にご連絡いたします。□

原稿には，住所･氏名（必ずふりがなをつける）・職業（または勤務先）および電話番号を明記してくだ

さい。口掲戦の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102)東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集部

もり

｢第8回森林の市」開催のお知らせ

毎年度大変好評を博しておりますことから，本年度も継続し重ねて第8回のr森林の市」を下
記により実施することといたしました。多くの皆さんのご来場をお待ちしております。

1．テーマ「森林と健康」

2．日時平成3年5月17日（金）～19日（日）（3日間）10：30～17：00
（雨天決行）

3．会場都立代々木公園B地区(NHKホール横）

4．主催林野庁，森林の市実行委員会

後援東京都，日本放送協会，（社)日本民間放送協会，（社)日本新聞協会
もり

5．実施内容森林の産物の展示・即売，アウトドアライフコーナー（キャンピン
グカー，テント等キャンプ用品，アウトドアスポーツウェアなどの
展示即売と森林を楽しみ，森林を汚さない野外料理法を紹介)，森
林・林業展示コーナー（スギの花粉問題を取り上げます。林野庁は
スギ花粉問題にどう取り組んでいるか，東京近郊のスギ林の分布，
スギ花粉の発生のしくみなどをビデオやパネルで紹介),アトラクシ
ョン等盛りだくさんです。なお，各日とも開会時に苗木のプレゼン
トを行います。

6．問合せ先林野庁業溌議一課内森林の市実行委員会

s03-3502-8111(内)5277,直通公03-3591-0884

林業技術No.5901991.5
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林 業関係行事 一覧

月5

主催団体・会場・行事内容等期間区分 行事名
■I

第35回仙全日本木材市場5．15㈹全日本木材市場連盟。京都市二条城前，京都全日空ホテル
連盟定期総会京都大会

第8回森林の市5.17～19林野庁ほか。都立代々木公園(NHKホール横)。テーマ：「森林と健
康」

父親のためのアウトドア・5.17～19,卿森林文化協会，くもん子ども研究所。子どもたちに教えられる正し

スクール5.31～6.2いアウトドア・ライフの方法・マナーさらには自然保護について，父

親自身にキャンプ生活を体験し多角的に学んでもらう。関西地区：5／

17～19，滋賀県朽木村,r朝日の森自然研修所｣。関東地区:5ﾒ31～6/
2，群馬県沼田市，「玉原朝日の森ロッジ｣。定員：関西地区55名，関

東地区45名

中部平成台財団住宅祭5.17～6.2側住宅生産振興財団。三重県松阪市平成町

第36回日本木材青壮年団5．18日本木材青壮年団体連合会。盛岡グランドホテル
体連合会全国会員岩手大会

および第15回全国児童･生

徒木工工作コンクール

第22回国際木材保存会議5.20～24㈱日本木材保存協会。国立京都国際会議場(京都市左京区)。木材保存
技術分野における備報の交換と研究の推進を図る

第15回兵庫県乾椎茸品評5.22～24兵庫県経済農業協同組合連合会。但東農林勤労福祉センター（兵庫県

会 出石郡）

第37回林業技術コンテス5．28棚日本林業技術協会。日本林業技術協会5階会議室

I、

第14回岡山県経済連乾椎5．28岡山県経済農業協同組合連合会。湯原ふれあいセンター（岡山県真庭
茸品評会郡）

第11回'91総合建築材料･5.29～6.1棚日本建築材料協会ほか。大阪マーチャンダイズマートピル2階展示
設備展会場。テーマ：「感性と技術のシンフォニー」

桐生市制施行70周年記念5.30森林浴の森全国協議会｡桐生市文化センター。テーマ：「緑の大地,豊
第5回緑維新全国シンポジかな末来」
ウム

国際建材・住宅設備総合展5.30～6.2卿神戸国際交流協会。神戸ポートアイランド。住宅，建材，住宅設備

rKOBEインターホーム機器業界の発展と，一般への啓蒙．普及を目的とする国際見本市

'91」

国第35回仙全日本木材市場

連盟定期総会京都大会

央第8回森林の市

全
中

父親のためのアウトドア・

スクール

〃

中部平成台財団住宅祭

第36回日本木材青壮年団

体連合会全国会員岩手大会

および第15回全国児瀧･生

徒木工工作コンクール

第22回国際木材保存会議

三

全

重
国

〃

嘩第15回兵庫県乾椎茸品評

会

央第37回林業技術コンテス

I、

山第14回岡山県経済連乾椎

茸品評会

国第11回'91総合建築材料．

設備展

桐生市制施行70周年記念

第5回緑維新全国シンポジ
ウム

戸国際建材・住宅設備総合展

rKOBEインターホーム

’91」

兵
中
岡
全

〃

神

月6

期間 主催団体・会場・行事内容等区分 行事名

全国農業協同組合連合会.展示：全農名古屋椎茸食品事務所,表彰式

小牧市民会館

全国建具組合連合会，埼玉県建具組合連合会。上尾運動公園体育館

木材工業機械新聞，㈱フォレスト。東京購海国際見本市会場西館

中 央 第24回全農乾椎茸品評会 6－11

第25回全国建具展示会

木造建築の加工設備・専門
腱

6.14～16

6.19へそ21

″
″

林業技術No.59019915



45

<第38回森林･林業写真コンクール＞入選者の発表

応募作品数640点（カラーの部446,モノクロの部194)について4月5日審査会を開催し，慎重に

審議の結果,次のとおり入選作品を決定いたしました。なお,入選作品の版権は本会に帰属し,作品の
一部は「林業技術」の表紙・誌上に順次掲戦いたします。

カラ－の部

〔特選〕（農林水産大臣賞）
緑林岡村昭夫（愛媛県西条市）
〔一席〕（林野庁長官賞）
植樹祭逸見久七（岡山県阿哲郡）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
いたたまらぬ大雪田代正明（秋田県横手市）
シマフクロー高橘妙児（北海道標津郡）
丸太切り競争山下博士（広島市東区）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）
森林考矢部志朗（北海道河東郡）
若い者に負けん肥田野行夫（群馬県館林市）
防風林大西純夫（千葉県銚子市）
カラマツ林に来たアカケラ

佐藤武治（北海道釧路市）
木場に舞う宮田嶺（兵庫県神戸市）
森林見張りバルーン蟹江信幸（北海道帯広市）
植樹松永和久（長崎県北高来郡）
アオバズク中川晋（秋田県雄勝郡）
す〈すぐ育て河野孝徳（大分県東国東郡）
紫陽花の咲く頃日根敏之（徳島市）
〔佳作〕
祭りの親子下斗米光円（岩手県紫波郡）
ログハウス渡辺寿明（福島県双莱郡）
森の光芒吉田春秋（奈良県宇陀郡）
湯布高原の美しい植林船越瀧雄（福岡県春日市）
樹の力・歳月の力松本寿（福井市）
トラフズク上遠野栄之助（秋田県湯沢市）
記念植樹佐藤征男（茨城県水戸市）
枝打ち体験山崎俊泰（静岡県掛川市）
次代を担う青少年山崎俊泰（〃）
朝霧幻想斉藤孝義（岡山県御津郡）
オオルリの育雛山口喜磯（神奈川県秦野市）
昼の憩い守田正和（福岡県田川郡）
木出し播間正治（秋田県仙北郡）
荒地に緑を運ぶハイカー

飯田清己（神奈川県秦野市）
枝打競技会酒井栄治郎（岐阜県郡上郡）
貯木場山口茂之（東京都小平市）
静かなる風景和田伊豆男（東京都狛江市）
林内で遊ぶ子供たち南真次（和歌山県東牟峻郡）

モノクロの部

〔特選〕（農林水産大臣賞）

かくれんぼ川代達雄（岩手県盛岡市）

〔一席〕（林野庁長官賞）
冬の山玉手恒弘（北海道岩見沢市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）

杣人松原栄一（長野県木曽郡）

鋸をとぐ新庄友行（北海道常呂郡）

冬の伐採作業風林信一（北海道札幌市）

〔三席〕（日本林業技術協会賞）
昼下がり川口善也（岐阜県多治見市）

憩い三谷清（東京都足立区）

早春の山里川代修一郎（岩手県盛岡市）

雪国の人下斗米光円（岩手県紫波郡）
白い橋落合孝（愛知県名古屋市）

春近い山本間公淳（秋田県横手市）
ひととき佐藤義敏（秋田市）

木出し玉手恒弘（北海道岩見沢市）

山に生きる梅津勘一（山形市）
春のけはい山田昌視（北海道小樽市）

〔佳作〕
森林公園長吉秀（福岡市南区）

降雪玉手恒弘（北海道岩見沢市）

雪の山村野村文子（広島市佐伯区）

晩秋の空国岡洋一（北海道伊達市）
吊橋村山繁美（福岡県粕屋郡）

継索競技会寸景山崎俊泰（静岡県掛川市）

はく皮作業横山広美（北海道天塩郡）

薪割り林拓海（大阪府富田林市）
森の中の子守り柳澤基恵（長野県南安曇郡）

山腹の畑本田憲昭（神奈川県茅ヶ崎市）
ピクニック川口正秀（北海道小樽市）

ちょっと失礼下斗米光円（岩手県紫波郡）

樹下に集う新岡正吾（東京都練馬区）
山里の朝梶本恭孝（大阪府茨木市）
野良帰り玉手恒弘（北海道岩見沢市）
丸太づくり作業中川敦夫（京都市北区）
山仕事佐藤孝子（岐阜県山県郡）
店先佐藤孝子（〃）
虫倉山の秋窪田文明（長野市）
歩くスキー篠澤義雄（北海道名寄市）

日本林業技術協会第46回通常総会・倉ﾘ立70周年
記念式典ほか関係行事のお知らせ

5月28日(火）

5月29日(水）

第37回林業技術コンテスト（日林協5階会議室)，その他

第46回通常総会，第37回林業技術賞･第37回林業技術コンテスト･第2回学生林業技

術研究論文コンテスト受賞者の表彰，支部幹事会，創立70周年記念パーティー(虎ノ門
パストラル）

林業技術No.5901991.5
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第37回林業技術賞受賞者の発表
口林業技術賞□
「シイタケ栽培技術の改善」 静岡県林業技術センター武藤治彦（静岡県支部推せん）

第2回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の発表
口林野庁長官賞□ロ日本林業技術協会理事長賞□

「水俣病発生地域における樹木中の水銀分析」 「東北地方選出のスギ精英樹およびスギ耐雪性

新潟大学農学部林学科大谷敦個体のアイソザイム遺伝変異」
筑波大学農林学類生物資源生産学主専攻倉本哲嗣

「MSS及びTMの反射スペクトル特性を用い 「大気汚染による樹木の衰退の定愛化に関する
た地表要素の分類」 研究一光合成速度による定鐘化の検証」
鳥取大学農学部農林総合科学科森昌弘 静岡大学農学部林学科原野美雄

「樹幹流・林内雨・林外雨の酸性度と成分樹生」
ロ日本林学会会長賞□

宮崎大学農学部林学科汐月美奈子
「足尾山地におけるニホンカモシカの行動圏と

ハピタット選択」 「ササラダニ類の生態分布に関する研究一沖

宇都宮大学農学部林学科小堺孝二縄本島を中心として」
琉球大学腱学部林学科伊藤尚雄

以上のとおりに決定し，5月29日の第46回総会席上で表彰式が行われます（各受賞者
の業績については，9月号で紹介の予定です)。

退職 主任研究員岩川幹夫

3月31日付

調査第1部長佐々木行夫

調査第2部課長鈴木順雄

北海道事務所部長

藤原重雄

北海道事務所課長

千歩隆志

前橋事務所課長大橋健治

以上4月16日付

4月17～26日，チュニジア国

調査に係るドラフト説明のため小

原国際事業部次長ほか2名を派遣

した。

◎番町クラブ4月例会

4月25日，本会会議室におい

て，東映株式会社チーフ企画者吉

村晴夫氏を講師として「テレビド

ラマのうら・おもて」について講

話および懇談した。

◎人事異動

採用調査第1部三上貴司

〃調査第3部堀修二

〃国際事業部吉村勉

命調査研究部次長白井彰

〃技術開発部次長望月薬

〃調査第2部次長山下勝男

以上4月1日付

用採
〃
〃◎審査会

1.第38回森林・林業写真コンク

ール審査会

4月5日，本会会議室において，

島田謹介，八木下弘（写真家）ほ

かにより，応募作品数640点につ

いて入賞作品を選出した。

2.第37回林業技術賞および,第2

回学生林業技術研究論文コンテ

スト審査会

4月17日,本会会議室において

審査し，林業技術賞は応募3点よ

り入賞1点,学生論文は応募18点

より入賞7点，計8点を選出した。

◎海外派遣

〃

〃
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林業振興地域整備計画制度研究会編

A5判390頁2,500円(〒310)

地域リーダーの生の声を含め
先端事例の重点ポイントを解説
5刑多や視察、
情報収集に最適の1冊／
●主な内容●

第1部山づくり、むらづくり、

人づくりに取り組む

Iよりよい山づくりを進める（24事例）

11国産材の産地形成を目指す(38事例）

1I1森林の総合利用を図る(41事例）

Ⅳ地域特産品の開発・販売に

取り組む（33事例）

V広域的な林業振興への取組み（14事例）

第2部都道府県の森林・林業

・木材産業の概要
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J日本林業調査会
〒162東京都新宿区市谷本村町3一26 次ワイトビル内
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●森林・林業の発展に，また木材利用促進に寄与で
きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用にノ子供たちの課外授業にノー般の方々ヘ
の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000
-山火事を防ぐ一

日本の地すべり(30分)……￥160,000 ￥40,00016mmVHS,βとも

￥150,000￥40,000；チエンソーとﾘﾓｺﾝ化への歩み(20分)￥100,000￥35,000

¥150,000¥40,000;★木材に関係する…

¥150,000￥40,000;木材(30分)……""¥150,000￥40,000

¥150,000￥40,0001木への期待(22分)………￥120,000￥40,000

青森のヒバ

久杉崖

魚梁瀬杉をたずねて

木曽 のヒノキ

秋 ¥150,000¥40,0001★伸びゆく国有林スギ田

こつ よみがえる大地(30分)･･…￥150,000￥40,000
パイロットフォレストー

★研修・課外授業な 〔英語版〕￥180,000￥48,000

もり

森林は生きている(50分)…¥260,000¥85,000i一億人の森(50分）
1.森のおいたち2.森の生物たち

￥200,000

一
一
一
一

森林をたずねて(20分)……￥100,000￥35,000：伸びゆく国有林(50分)……￥200,000

森林を育てる(20分)……･･･¥100,000¥35,000;国有林(25分） ￥120,000

水のふるさと(20分)･…･…･￥100,000￥35,0001森林(50分)
：－北海道の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)………￥150,000￥40,000

ある担当区さんの言瞬(50分)¥200,000-

●その他，映画製作・ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは……

日本林業技術協会事業部まで。

L計｡鰯雲諦縦誉団静啓林業跡壗会.縦津:騨雷」



コンピコ戸夕で解析する各種
Ｆ
Ｉ
Ｅ

ス
幸
リ
奉
夕
面
一
転
亨
韓

七
Ｊ
■

ｆ
Ｊ
色

曇
り
凸
五

郎
』
■

で
０
ｔ

■
１
５

ｕ
志
２
生

一
頭
褐
盆

Ｃ
函
郡
派

Ｅ
配
，
ｌ

Ｄ
函
ハ
獅
日

Ａ
両
鮠
画
鯛
皿
躯

Ｈ
ｍ
Ｗ
刀
巫
。
ｍ

官
８
８
Ｂ
Ｔ

言
４
？
と
今

手
霞
悶
政
ル
ー
２
面
届
届
毒
一
”
伽
伽
“
杣
一

幸
制
舛
時
〃
（
名
＃
．
・
・
・
煩
牽
一
躁
座
訟
狗
潅
里
加

幸
時
岫
了
人
一
ル
ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｏ
陥
奉
恥
一
幅
癌
喝
謁
褐
一
卵

一
の
厩
痔
ク
ク
イ
Ｍ
凱
Ｍ
Ｍ
Ｍ
の
毒
、
一
”
媚
、
脂
加
函
沁
Ｑ
守
口

二
左
定
定
一
ン
ナ
Ｅ
Ｅ
ピ
Ｅ
Ｅ
刀
”
４
－
０
０
０
０
０
凸
凹

一
晩
岡
剛
宇
イ
ブ
Ｍ
Ｍ
純
純
Ｍ
入
転
Ｅ
－
〃
極
ね
擢
炮
Ｔ
・

函
皿
一
妬
脆
砺
砺
”
》
耐

曲
り
一
刀
”
”
”
誠
一
臼

冨

二
で
－
８
８
９
８
８
つ

し
作
止
表
山
山
力測定デ 夕を長期無人観測丁

1-1■

月盾
＝言

今
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
己
一

句
■
田
ｐ
■
●
｜

宅
９
口
■
４
《
一
口
。
？
■
■
ｑ
宮
口

句
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｊ
あ
一

口
旬
。
呉
音
ロ
コ
宜
口
印
Ｊ
ｐ
ｒ
画

一
ｒ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
ｂ
Ｂ
Ｇ
Ｈ
■
Ｂ
企
【
》
戸
》
・

申
凸
■
■
ｍ
Ｊ

Ｐ
凸
●
ｑ
”
０
句

』
０
‐
句
令

・
ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
－
３
５
０

”
●
■
■
■
Ｕ
令
ｐ
Ｄ
Ｔ
Ｌ
・
勺

。
Ⅱ
幸

』
３
９
０
９
－
コ
・

ロ
７
６
６
５
７
口

句
０
８
日
９
■
＆
Ｏ
Ｂ
■
Ｂ
■

』
皿
砠
皿

ｒ
ロ

ー
火
小
寡

６
句
恥
一
皿
四
郵
池
鼬
一
晶
勗
唄

岐
唖
宇
“

帥
同
■
凸で収集する驚異的な堅牢!'蛇

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
状
一

■
■
●
号
●

３
６
７
０
２

７
ｄ
５
６
８

ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ

ｃ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
一
・
一
一

ｏ
ｑ
Ｇ
。
・
０
０
８
値

一
、
０
口
守

ｌ
ｚ
７
１
二
Ｄ
ｏ
２
６
宝

｝
◆
・
争
凸
弗
色
。
△
値

７
６
３
７
－
５
５
戸
↑

■
Ｌ
■
Ｂ
甘
い
ｌ
』
り
ａ
Ｉ
宝

一
２
３
マ

ロ
勾
岳
Ｂ
Ｌ
Ｄ
ｂ
守守

。
◆
”
寺
Ｆ

聴
妃
電
宅
弛
一
同
同
鑪
一

ｚ
４
７
７
４
－
碕
関
子
》

７
６
ｓ
６
３
二
で

“
０
二
口
Ｂ
■
Ｂ
Ｏ
Ｂ
■
Ｌ
・
守

誇る野外データロガー登場丁 二
ｎ
ｖ
ｎ
ｖ
ｏ

再
ｎ
ｕ
ｎ
》
《
ｕ

一
ゆ
り
■
Ｈ
Ｌ

・
２
２
全

ｅ
画
５
５
５

ｍ
二
Ｔ
夕
、
申
２

１
．
９
１
６

Ｖ
こ
り
０
０

４
口
Ｉ
Ｉ
Ｌ
凸

一
計
２
２

垣
・
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｔ
幸
６
６
５

ａ
画
。
ｇ
０

０
国
ノ
ノ
ノ

ニ
７
『
伊
勾
９

３
８
８

Ｐ
Ⅱ
字

合
一
ｂ
ｐ
０
ｑ
－
５

同
』
の
妙
冬
舎
４

ｕ
・
１
．

低
に
こ

む
●
●

均
司
申
副

日
８
７

１
１
１

債

凹

Ｌ

惣

色
二

＆
な
。
４
１

ｃ
ｃ

■
□
３
９
９
７
１
１

Ｅ
に
。
●
５
７
８
７
Ｉ
１

Ｅ
Ｅ
心
各
５
９
４
『

８
７

魁 幽
魂雨､雪､結露､低温(-25℃)、

高温(80℃)に耐え､30,720

データの大記憶容量を持ち

AC電源不要の長期無人観

11
修
家
〃
色
フ
フ
山
幽
圭
″

蝋＃＃
篭

～
』

測を可能にし､抜群のコスト

パフォーマンスを実現。

全尺候剛データI泄録装i"KADEC-Uシリー

ズは≦過酷な環境下でもそのまま野外に綴いて

使川できる小製の商性能データロカーですも

I櫛繊の昭ｲ11基地からアフリカの砂淡地帯まで

の厳しい使"l環境への納入実綴がその信頼

性を証明してl､ま塊

既好の各センサを無駄にすることがなく､またj史

朗無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを実現しま魂

回…

n基 …■

雁詞：畦窒更クラブNi力 【_且Ji旙一

FKADEC レ
デ
ー
タ
の
驍
索

阿憧飼姶f葦月日～蝿曾了fF月日i雛§ ⑥ワョ、｡‘ l猛?鞄 ~力衡』

隅
鱈
陶
噴
飽
腹
博
曙
慮
鼎
鷹
喝
喧
圓

貞
射
嫡
塙
招
刷
禍
喝
弔
偏
悟
哺
婿
届
緬

睡
躍
曄
瞬
唖
嘩
恋
銅
認
識
函
認
識
認

い
い
、
、
ｈ
胴
ｈ
桐
Ｎ
ｈ
ｎ
ｈ
ｎ
桐

ｆ
ｄ
ｂ
０
ｑ
０
４
Ｂ
４
ｐ
ｂ
９
０
Ｂ

ｎ
ｎ
ｎ
■
押
旬
”
、
■
ｎ
ｍ
ｍ
伯
、

椰
禰
的
鋤
馳
副
詞
囚
卿
銀
鐸
侭
醐
鋤

い
い
卿
い
、
闘
閲
田
圃
胸
伽
醐
岡
剛

ｐ
０
■
■
■
■
■
■
■
●
白
口
や
■
口
■
叩
■
叩
■
■
９
０

画
旧
泄
咽
醐
Ｐ
鋤
曜
雷
御
縄
望
胞
潤

１
Ｆ
◆
Ｐ
９
■
ｒ
叩
巴
■
■
■
Ｐ
■
■
ｃ
ｐ
５
Ｑ
０
ご
■
■
■
■
■

咄
翻
切
氾
旧
暉
聡
掛
配
鑓
哩
掘
灯
翻

や
鐸
名
律
毎
缶
輻
密
趣
轌
趣
釧
釧
心

や
心
娠
帳
権
噸
極
偲
頓
銅
や
小
棚
偲

帥
印
師
団
印
画
師
鋺
師
勧
副
鋤
釘
訂

一
一
令
今
毛
、
’
’
一
’
一
一
毛
司

卿
翻
卿
細
卸
蝿
軸
”
四
画
、
、
蜘
醐

職
酔
吋
岬
鰯
唯
障
眠
舜
鋤
妙
噌
抵
鰔

卿
四
”
吟
い
い
砕
睡
師
心
脾
脾
咋
低

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

１
２
３
＆
５
６
７
名
、
、
曲
１
２
３
４

１
１
１
１
１

ｌ
さ

熊

i朧

p
野

q
19
1Q

p0

12

13
1』

g梁Iファイル的名促四プリンター出J1

EKADEC-Uシリーズの用途
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ム/ノーマルﾌﾟﾗﾑﾗｲﾝ装侭､外部測量機材測水/桁密宵響測深機デジタル流速計測披/光

波測距儀川気象観測セット､小型価1光器､同照器､水準測最〃1芯卓､水準測敗用プリン久測最川

六分機､マイクロメータ､三杯分度儀デジタル而横測定器/PLANIXシリーズ､エリアラインメータ

航海計器/航海川六分儀､デジタル航法計算機
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